
変温動物である昆虫は寒い冬を
冬眠してのりきるが、例外的に雪
上で活動する種もわずかながら知
られる。その代表はセッケイカワ
ゲラである。
本種はセッケイカワゲラと異な

り羽があり、形態は通常のカワゲ
ラそのものである。
２月に入ると姿を見せ、暖かい

日には短い飛翔を繰り返す。３月
になるとミジカオカワゲラやクロ
カワゲラの類も多く出現し、雪の
上は急ににぎやかになる。
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空き地や田のあぜなどに群生す
るアブラナ科の２年草。
タネツケバナは「ロゼット」と

呼ばれる冬越しの形をとる。地面
に広がる葉は、花火のように美し
い。落ち葉や雪に守られて厳しい
冬を乗り越え、春には小さい白い
花を咲かせる。田一面に生えるこ
ともある。種もみを水に漬け、苗
代の準備をするころに花が咲くこ
とから「タネツケ」と名が付いた
といわれる。

自然観察�2月 178

図書券当選者（敬称略）
当選されたみなさん、おめでとう
ございます。２,０００円分の図書券を
さしあげます。
五十嵐　祥子　（曲新町１）
島村　　忍　　（下柳２）
関　　正子　　（花園２）
高野　紀子　　（中貫町３）
多田　佐紀子　（水穴町）
西脇　京子　　（上除町）
野村　佳子　　（中島４）
野本　チヨ　　（今朝白１）
山田　　勉　　（関原町１）
若月　勝子　　（新保４）

※シャープペンシルの当選者（20人）
の発表は、商品の発送をもってかえ
させていただきます。

たくさんのご応募ありがとうござ
いました。

正解は
コッカンガッコウ（国漢学校）

でした

アンケートにお答えいただき
ありがとうございました
解答と一緒にお願いしたアンケー
トに多くの方からお答えいただき、
本当にありがとうございました。
「１月号で印象に残った記事」の
回答で最も多かったのは、「もっと
知りたい！北越戊辰戦争」の1 6 4票。
「長岡のまちの歴史を紹介して」と
いうご意見も寄せられるなど、多く
の市民のみなさんが郷土の歴史に興
味をお持ちであることがわかりまし
た。市では新年度も引き続き、「長
岡を知ろうキャンペーン」を実施し
て、長岡のまちの歴史や文化を知る
機会を提供する予定です。
また、特集記事やシリーズで市町
村合併やごみ問題などをとりあげて
ほしいといった、具体的な提案もた
くさんいただきました。こうした声
におこたえし、みなさんに愛される
市政だよりをお届けできるよう、私
たち編集スタッフ一同、一生懸命編
集に取り組んでいきます。
これからも、市政だよりをどうぞ
よろしくお願いします。

1月号で印象に残った記事
第1位　…164票
もっと知りたい！北越戊辰戦争
第2位　… 67票
みんな集まれ！ちびっこ広場
第3位　… 61票
ごみ処理基本計画を改定

な
が
お
か
の
ま
ち
再
発
見�

▲雪村友梅の詩碑
（白鳥町・白山神社境内）
碑の高さは約２mです。昭和29年7月2日

に三島郡関原町の町制20周年を記念して建
立されました。

雪
村
友
梅
の
詩
碑

７３

雪
村
友
梅
の
詩
碑
に
は
「
雪
逕

清
寒
蝶
い
ま
だ
知
ら
ず
、
暗
香
時

に
好
風
を
吹
か
し
む
、
野
橋
漏
泄

す
春
光
の
処
、
ま
さ
に
横
斜
の
一

両
枝
在
り
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す

（
碑
文
は
漢
詩
。
書
は
国
指
定
文

化
財
で
北
方
文
化
博
物
館
所
蔵
）。

こ
の
雪
と
梅
花
を
題
材
と
し
た
詩

は
雪
国
の
春
の
美
し
さ
を
追
憶
す

る
思
い
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

雪
村
友
梅
は
鎌
倉
時
代
末
期
の

正
応
三
年
（
一
二
九
〇
）、
越
後

国
白
鳥
荘
（
長
岡
近
郊
）
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
幼
い
と
き
に
鎌
倉
の

建
長
寺
に
入
り
、
来
朝
の
宋
僧
・

一
山
一
寧
の
弟
子
と
な
り
ま
し
た
。

十
八
歳
の
時
、
修
行
の
た
め
元

に
渡
り
、
厳
し
い
修
行
を
経
て
嘉

暦
三
年
（
一
三
二
八
）
に
は
、
皇

帝
の
命
で
長
安
の
翠
微
寺
の
住
職

と
な
り
ま
し
た
。

四
十
歳
と
な
っ
た
元
徳
元
年

（
一
三
二
九
）
に
帰
国
。
数
カ
寺

の
住
職
を
務
め
た
後
、
勅
命
に
よ

り
京
都
の
建
仁
寺
の
住
職
に
な
る

な
ど
、
五
山
文
学
（
鎌
倉
お
よ
び

京
都
五
山
の
禅
僧
の
漢
詩
文
）
の

中
心
と
な
り
ま
し
た
。

雪
村
友
梅
に
つ
い
て
は
地
元
に

資
料
が
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
長

岡
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
な
か
昨
年
三
月
に
は
、

雪
村
友
梅
の
中
国
で
の
足
跡
を
求

め
て
、
翠
微
寺
跡
の
あ
る
陝
西
省

西
安
市
を
市
民
グ
ル
ー
プ
約
百
六

十
人
が
訪
問
し
た
り
、
五
月
に
は

同
省
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
か
ら
、

長
岡
市
に
兵
馬
俑
の
レ
プ
リ
カ
二

体
が
寄
贈
さ
れ
た
り
と
、
新
た
な

交
流
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

し

あ
ん
こ
う
と
き

お
う
し
ゃ

せ
ん
せ
い

こ
う
ふ
う

ふ

い
つ

り
ょ
う
し
　
あ

へ
い

ば

よ
う

せ
っ

そ
ん

ゆ
う
　
ば
い
　
　
　

し
　

ひ

せ
っ
け
い

せ
い
か
ん
ち
ょ
う

や
き
ょ
う
ろ
う
せ
つ

し
ゅ
ん
こ
う

と
こ
ろ

す
い

び

じ

い
っ
さ
ん
い
ち

ね
い
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展
す
る
夢
を
持
つ
。
気
持
ち
を
前

向
き
に
切
り
替
え
る
。
そ
う
い
う

意
味
の
大
き
な
効
果
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

現
実
に
長
岡
に
は
、
三
島
億
二

郎
な
ど
の
努
力
も
あ
り
、
赤
十
字

病
院
や
今
の
北
越
銀
行
の
前
身
で

あ
る
銀
行
な
ど
も
で
き
ま
し
て
、

大
き
く
発
展
し
た
の
が
事
実
で
す
。

そ
う
し
た
歴
史
を
思
い
起
こ
す

と
、
こ
の
平
成
十
四
年
も
私
た
ち

は
い
つ
ま
で
も
暗
い
過
去
に
と
ら

わ
れ
る
の
で
は
な
く
て
、
未
来
に

向
け
て
新
し
い
希
望
、
夢
を
持
ち

た
い
も
の
だ
と
つ
く
づ
く
思
い
ま

す
。

明
る
い
未
来
を
描
く
基
礎
づ
く
り
を

昨
年
は
、
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多

か
っ
た
中
で
、
長
岡
の
「
米
百
俵
」

の
精
神
が
一
躍
全
国
に
、
あ
る
い

は
世
界
に
広
が
る
と
い
う
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

私
は
、
米
百
俵
の
精
神
を
改
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、

こ
れ
は
必
ず
し
も
我
慢
す
る
だ
け

の
精
神
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

や
は
り
、
あ
の
戊
辰
戦
争
で
敗

れ
て
食
べ
る
も
の
も
な
い
厳
し
い

状
況
の
中
で
、
い
つ
ま
で
も
暗
い

過
去
に
と
ら
わ
れ
る
の
で
は
な
く

て
、
目
を
未
来
に
転
じ
る
。
子
供

た
ち
の
た
め
に
学
校
を
つ
く
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
長
岡
が
大
き
く
発

平
成
十
四
年
が
始
ま
り
、
森
市
長
は
一
月
四
日
、
千
六
百
人
が
集
ま
っ
た
新
年
賀
詞
交
換
会
で「
厳

し
い
経
済
情
勢
の
中
、
未
来
に
向
か
っ
て
明
る
い
希
望
の
政
策
を
打
ち
出
す
た
め
に
は
、
厳
し
い
努

力
が
必
要
」
と
職
員
給
与
の
引
き
下
げ
や
定
員
数
の
削
減
を
は
じ
め
と
す
る
長
岡
市
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
ま
し
た
。
森
市
長
の
あ
い
さ
つ
と
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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平成14年新年賀詞交換会であいさつ
する森民夫市長（１月４日・厚生会館）

▲１月５日の初競りのようす

こ
と
に
よ
っ
て
、
異
な
る
地
域
、

異
な
る
産
業
、
そ
れ
ら
を
結
集
し

て
、
大
き
な
刺
激
を
つ
く
っ
て
、

観
光
、
工
業
、
農
業
あ
ら
ゆ
る
産

業
の
更
な
る
発
展
を
図
っ
て
い
く
。

中
越
地
域
に
三
十
万
人
と
い
う

中
核
市
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
中
越
地
域
の
発
展
を
図

っ
て
い
く
。
そ
の
第
一
歩
を
踏
み

出
し
て
い
く
の
が
平
成
十
四
年
で

す
。そ

う
い
う
中
で
、
こ
の
長
岡
市

に
限
ら
ず
、
長
岡
地
域
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
を
大
い
に
発
展
さ
せ
て
い

き
た
い
と
、
私
は
覚
悟
を
決
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、

長
岡
市
だ
け
の
力
で
は
大
変
微
力

で
す
。
あ
ら
ゆ
る
面
で
の
知
恵
と

力
す
な
わ
ち
市
民
の
力
を
結
集
し

て
二
十
一
世
紀
に
輝
く
長
岡
市
、

長
岡
地
域
を
つ
く
っ
て
ま
い
り
た

い
と
い
う
覚
悟
で
す
。

皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

私
の
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

長
岡
市
長
　
森
　
民
夫

た
、
不
要
な
土
地
を
売
却
す
る
こ

と
で
三
億
四
千
万
円
の
収
入
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平
成
十

四
年
度
に
は
資
産
売
却
で
八
億
円

程
度
の
増
収
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

県
営
プ
ー
ル
を
長
岡
操
車
場
地
区

か
ら
悠
久
山
へ
持
っ
て
ゆ
く
こ
と

で
、
都
市
公
園
の
国
庫
補
助
が
も

ら
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
用

地
費
に
つ
い
て
補
助
を
も
ら
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
一
般
財
源
ベ
ー
ス

で
二
十
九
億
円
の
節
減
が
で
き
ま

し
た
。

私
が
申
し
上
げ
た
い
こ
と
は
、

知
恵
を
使
っ
て
努
力
を
す
れ
ば
、

厳
し
い
状
況
の
中
で
も
、
明
る
い

未
来
を
描
く
基
礎
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
の
改
革
に
加
え
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
と
か
、
民
間
活
力
を
も
っ
と
大

き
く
下
支
え
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ

ま
な
規
制
緩
和
の
措
置
を
次
々
打

ち
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
長
岡
市

の
財
政
は
盤
石
な
も
の
に
な
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

30
万
都
市
へ
の

第
一
歩
の
年

三
十
万
都
市
の
実
現
に
向
け
て

市
町
村
合
併
が
緒
に
つ
い
た
ば
か

り
で
す
。
市
町
村
合
併
を
進
め
る

あ
ら
ゆ
る
知
恵
と
努
力
を

傾
け
ま
す

長
岡
市
の
財
政
状
況
は
相
変
わ

ら
ず
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
長
岡
市
の
一
般
会
計
六
七
〇

億
円
余
り
の
う
ち
、
一
般
家
庭
で

い
う
可
処
分
所
得
に
当
た
る
政
策

的
経
費
の
額
が
来
年
度
は
お
そ
ら

く
二
〇
〇
億
円
程
度
に
と
ど
ま
る

と
推
計
さ
れ
ま
す
。

平
成
八
年
に
は
、
長
岡
市
の
政

策
的
経
費
は
三
〇
〇
億
円
あ
り
ま

し
た
。
三
〇
〇
億
円
が
た
っ
た
五

年
の
間
に
三
分
の
二
に
減
少
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
必
要
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
て
、
さ
ら
に

は
景
気
を
下
支
え
し
、
未
来
に
向

か
っ
て
明
る
い
希
望
の
政
策
を
打

ち
出
す
た
め
に
は
、
大
変
厳
し
い

努
力
が
必
要
で
す
。

い
ろ
ん
な
業
務
を
見
直
し
て
、

職
員
も
減
ら
せ
る
と
こ
ろ
は
減
ら

し
て
、
給
与
水
準
も
抑
制
し
て
知

恵
を
使
っ
て
頑
張
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

職
員
給
与
あ
る
い
は
職
員
数
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
減
ら
す
努

力
を
し
ま
す
。
平
成
十
三
年
度
は

職
員
人
件
費
を
三
億
三
千
万
円
削

減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

未
来
に
向
か
っ
て

明
る
い
希
望
を

長岡市職員の給与水準を示すラスパイレス指数は平成11年４月
には１０５.４と高い数値でした。このため長岡市は平成12年に「長
岡市職員の給与適正化方針」を策定し、給与水準の引き下げや能
力・実績主義の導入に取り組んでいます。平成13年度には次の取
り組みを実施。ラスパイレス指数は１０３.２になりました。

１　一斉昇給延伸
平成13年１月から１年間、全職員の昇給を停止。２億６００万円を

削減
２　初任給の引き下げ

平成13年４月１日採用者から初任給を引き下げ
３　特殊勤務手当の見直し

４種類の手当を廃止。１,６００万円を削減

ラスパイレス指数　国家公務員の給与を１００とした場合の地方
公務員の給与水準を示すもの

長岡市職員給与の引き下げ

公設青果地方卸売市場
昭和38年（1964）のいわゆるサン
パチ豪雪の時は、物流がとどこお
り、なかでも生鮮野菜の不足は深
刻でした。これがきっかけとなり、
市民への青果物の安定供給をめざ
そうと開設されたのが、公設青果
地方卸売市場です。昭和42年10月
に今の北部体育館の場所にオープ
ン。昭和56年に現在の新産業セン
ターに移転しました。

長岡市は、公設青果地方卸売市場を長岡中央青果株式会社に譲渡
することになりました。生鮮野菜の流通が変化する中で、民間のノ
ウハウで対応してもらうためです。４月からは、同社が市場を運営
します。

長岡市は、市営霊きゅう自動車の運行を
３月31日で終了します。
現在、民間事業者が14台の霊きゅう車を

運行。市営霊きゅう車３台を廃止しても利
用に支障が見込まれないことから廃止する
ものです。

市営霊きゅう車事業
昭和８年（1933）に市営火葬場の開設とと
もにスタート。昭和20年８月１日の長岡空襲
で火葬場と霊きゅう車を焼失し、市は霊きゅ
う事業を一時休止。昭和38年に再開して現在
に至っています。

市営霊きゅう車は廃止
運行は3月31日まで

職員数の削減
目標を１年早く達成

長岡市は、平成10年度から13年度までに職
員数を61人減らし、平成13年４月１日現在、
１,７５３人となり、「定員適正化計画」の目標
を１年早く達成しました。

職員数の推移

1,840�
1,830�
1,820�
1,810�
1,800�
1,790�
1,780�
1,770�
1,760�
1,750�
1,740�
1,730

H9

人�

H10 H11 H12 H13

計 画�

実 績�

1,829

1,8141,814
1,803

1,794

1,7771,777

1,753

1,8031,803

※

※
Ｐ
Ｆ
Ｉ
　
民
間
資
金
を
活
用
し

て
公
共
施
設
を
整
備
す
る
方
法

公設青果地方卸売市場
民営化は4月1日から



し
、
二
十
三
％
に
上
げ
る
、
と
い

う
二
つ
の
数
字
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
実
現
の
た
め
に
市
は
、
家

庭
ご
み
の
有
料
化
な
ど
十
三
項
目

の
実
施
を
め
ざ
す
「
ご
み
減
量
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
つ
く

り
ま
し
た
（
左
図
参
照
）。
ど
れ

も
市
民
の
み
な
さ
ん
の
理
解
と
協

政
府
の
構
造
改
革
へ
向
け
た
い

わ
ゆ
る
「
骨
太
の
方
針
」
で
も
、

人
口
三
十
万
人
以
上
の
自
治
体
に

は
一
層
の
仕
事
と
責
任
を
持
た
せ
、

小
規
模
町
村
の
仕
事
と
責
任
は
小

さ
く
す
る
、
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
の
少
子
・
高
齢
化

の
ス
ピ
ー
ド
は
す
さ
ま
じ
く
、
人

口
が
減
少
し
て
い
く
と
、
地
域
や

市
町
村
を
衰
退
さ
せ
る
悪
循
環
が

始
ま
り
ま
す
。
十
万
人
規
模
の
地

方
都
市
で
も
将
来
的
な
衰
退
が
心

配
さ
れ
、
中
小
規
模
の
市
町
村
は

単
独
で
は
現
状
維
持
も
困
難
に
な

る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
国
の
財
政
事
情
が
厳

し
く
な
る
に
つ
れ
、
市
町
村
財
政

を
支
え
る
交
付
税
の
減
少
が
生
じ

ま
す
。
自
主
財
源
の
少
な
い
市
町

村
で
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
水
準
の

低
下
を
招
き
、
住
民
に
対
す
る
行

政
責
任
を
全
う
す
る
こ
と
が
し
だ

い
に
困
難
に
な
っ
て
い
く
と
い
う

予
想
も
あ
り
ま
す
。

本
計
画
を
改
定
し
ま
し
た
。
こ
の

中
で
、
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク

ル
の
目
標
と
し
て
、
①
平
成
二
十

二
年
ま
で
に
ご
み
の
排
出
量
を
平

成
十
二
年
度
比
で
十
八
％（
約
一
万

五
千
六
百
ト
ン
）
削
減
す
る
②
平

成
二
十
二
年
ま
で
に
リ
サ
イ
ク
ル

率
を
平
成
十
二
年
度
の
九
％
に
対

八
市
町
村
（
左
図
参
照
）
で
構
成

す
る
長
岡
地
域
市
町
村
合
併
研
究

会
で
の
活
動
を
は
じ
め
、
長
岡
市

の
合
併
に
向
け
た
取
り
組
み
を
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

一
回
目
は
、
三
十
万
都
市
に
つ

い
て
で
す
。

30
万
都
市
の
必
要
性
は

人
口
三
十
万
の
都
市
は
社
会
資

本
の
充
実
や
都
市
計
画
の
実
現
に

最
適
な
規
模
と
い
わ
れ
ま
す
。

長
岡
市
で
は
、
二
月
二
十
三
日

に
「
循
環
型
社
会
へ
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
環
境
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
02
を
開
催
し
ま
す
。

ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
は

具
体
的
な
行
動
が
必
要

市
は
、
昨
年
末
に
ご
み
処
理
基

「
三
十
万
都
市
の
実
現
に
向
け

て
市
町
村
合
併
が
緒
に
つ
い
た
ば

か
り
で
す
。

中
越
地
域
に
三
十
万
人
と
い
う

中
核
市
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
中
越
地
域
の
発
展
を
図

っ
て
い
く
。
そ
の
第
一
歩
が
平
成

十
四
年
で
す
」

一
月
四
日
の
賀
詞
交
換
会
で
森

市
長
は
、
こ
の
よ
う
に
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
（
３
ペ
ー
ジ
参
照
）。

市
政
だ
よ
り
で
は
、
長
岡
地
域

力
を
得
な
け
れ
ば
実
現
で
き
な
い

も
の
で
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
ご
み
問

題
を
中
心
に
、
循
環
型
社
会
を
ど

う
築
い
た
ら
良
い
か
、
ご
み
の
有

料
化
も
含
め
て
考
え
ま
す
。

ぜ
ひ
、
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
02

に
参
加
し
、
ご
み
問
題
に
つ
い
て

考
え
て
く
だ
さ
い
。

中
核
市
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

人
口
三
十
万
の
中
核
市
に
な
れ

ば
、
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と

と
も
に
交
流
人
口
の
増
加
、
地
域

経
済
の
活
性
化
な
ど
総
合
的
な
活

力
の
強
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
行
政
面
で
は
、
県
か
ら

の
権
限
移
譲
に
よ
り
、
保
健
・
福

祉
・
環
境
な
ど
市
民
生
活
に
密
着

し
た
分
野
で
の
権
限
が
強
化
さ
れ
、

き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

都
市
計
画
や
建
設
分
野
の
権
限

も
強
化
さ
れ
、
地
域
の
求
め
る
基

盤
整
備
の
推
進
が
可
能
に
な
り
ま

す
。人

口
三
十
万
都
市
は
、
都
市
機

能
を
集
積
す
る
こ
と
で
民
間
企
業

の
活
動
が
活
発
に
な
り
、
職
場
の

確
保
や
若
者
の
定
着
な
ど
が
期
待

で
き
ま
す
。
三
十
万
人
の
市
場
規

模
で
あ
れ
ば
、
地
域
経
済
の
自
立

的
な
成
長
や
人
材
、
産
業
の
流
入

も
大
い
に
期
待
で
き
ま
す
。

30
万
都
市
は

中
越
地
域
発
展
の
基
盤

周
辺
市
町
村
と
の
合
併
に
よ
っ

て
、
人
口
三
十
万
人
の
中
核
市
が

実
現
す
る
こ
と
は
、
単
に
長
岡
市

の
将
来
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、

広
く
長
岡
地
域
や
中
越
地
域
全
体

の
発
展
に
つ
な
が
り
ま
す
。

三
十
万
都
市
は
、
長
岡
地
域
の

実
現
す
べ
き
目
標
像
の
ひ
と
つ
で

あ
り
、
中
越
地
域
活
性
化
の
た
め

の
好
循
環
を
生
み
出
す
基
盤
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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市政ニュース�NAGAOKA

日時＝２月23日g午後１時～４時30分
会場＝リリックホール・シアター
内容＝①基調講演「ごみを通して地球環境を考える」

NPO法人「環境文明21」代表理事・加藤三郎さん
②パネルディスカッション「ごみの減量とリサイ
クルをどう進めるか」
パネリスト●新発田市環境推進課長・土田雅穂さん

●イオン1ジャスコ長岡店副店長・
小澤文弘さん

●長岡市廃棄物減量等推進審議会委員・高野菊枝さん
●NPO法人「地域循環ネットワーク」理事長・金子博さん
●長岡市環境審議会委員・生田容子さん

コーディネーター　会田洋 長岡市環境部長
コメンテーター　　加藤三郎さん

定員＝４５０人
申し込み＝２月18日bまでに環境政策課1２４・０５２８、FAX２４・６５５３、

kankyo@city.nagaoka.niigata.jpへ

※（ ）は新規に実施する予定年度

環境シンポジウム’０２（無料）
－循環型社会へのチャレンジ－

ごみ減量アクションプログラム
長岡市の主な取り組み

▲加藤三郎さん

環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
02
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

家
庭
ご
み
の
有
料
化
を

ど
う
考
え
ま
す
か

動
き
始
め
た
市
町
村
合
併

そ
の
１
　
30
万
都
市

’

’

’

�

減 量 事 業 �

�

�

�

�

リサイクル事業�

�

�

�

環 境 �

�

�

�

�

�

最終処分場�

不 法 投 棄 �
防 止 対 策 �

家庭ごみの有料化  （16年度）�

事業系ごみ手数料の改定 （16年度）�

生ごみ処理機等の普及促進�

��

プラスチックごみの資源化  （16年度）�

粗大ごみの戸別収集  （16年度）�

集団回収奨励金の充実�

せん定枝葉の堆肥化�

リサイクル推奨店の制度化  （16年度）�

��

環境啓発事業の充実�

��

環境美化条例（仮称）の制定  （16年度）�

パトロール監視体制の強化�

クリーン推進員の配置　（16年度）�

�

新規建設  （24年度）�

見附市�

越
路
町�

山
古
志
村�

小
千
谷
市�

与
板
町�

中
之
島
町�

小
国
町�

栃尾市�

和島村�

出雲崎�
町�

三島町�

長岡市�

川
口
町�

●新潟地域 ５７０,１８０人
構成〈新潟市、亀田町、横越町〉
任意合併協議会を設置。平成13年11月
20日に第１回を開催

●上越地域 １５０,６３１人
構成〈上越市、清里村、三和村、

牧村、名立町〉
任意合併協議会を平成13年10月16日
に発足

●県央地域 １５１,１４２人
構成〈三条市、燕市、下田村、

栄町〉
合併研究会設立準備会を平成14年１月
８日に設置

県内の市町村合併の取り組み
１月11日現在

研究会参加8 団体

参加８市町村の
合計人口305,948人
（平成12年国勢調査）

中核市：人口30万以上。政令で指定される。平
成14年１月現在、28の中核市がある。近隣では
新潟市、富山市、金沢市、長野市などが指定さ
れている。
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長岡高校弓道部女子、帝京長岡高校弓道部男子が、３月23日～25日
に東京で行われる全国高等学校弓道選抜大会に
県代表として出場します。全国大会では、１チ
ーム３人、１人４本の矢で競い合います。
５年ぶり３回目の全国大会出場となる長岡高
校からは、佐藤淑美さん、大面幸子さん、齋藤
彩香さん（いずれも２年）が出場。「３人で精
一杯頑張ります。目標は日本一になることです」
と話してくれました。
一方、２年ぶり４回目の出場となる帝京長岡
高校の青柳和人さん、五十嵐芳章さん、角田直
人さん、勝見司さん（いずれも２年）は「まず
予選通過が目標です。残された期間一生懸命練
習して、目標を達成したい」と話しています。
両校の活躍が楽しみです。

長岡高校、帝京長岡高校の弓道部が
全国大会に出場します！

▲長岡高校の団体チーム
（手前から佐藤さん、大
面さん、齋藤さん）
佐藤さんは、個人競技
の県代表としても出場し
ます

長
岡
市
は
昨
年
末
、
視
覚
障
害

の
あ
る
人
が
安
心
し
て
市
庁
舎
を

利
用
で
き
る
よ
う
、
音
声
標
識
ガ

イ
ド
装
置
を
設
置
し
ま
し
た
。

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

を
実
施

こ
の
装
置
を
有
効
に
利
用
し
て

も
ら
う
た
め
、
一
月
十
日
、
長
岡

視
覚
障
害
者
協
会
の
み
な
さ
ん
十

人
か
ら
庁
舎
内
を
実
際
に
歩
い
て

も
ら
い
ま
し
た
。

音
声
標
識
ガ
イ
ド
装
置
は
、
利

用
者
が
携
帯
す
る
小
型
受
発
信
機

が
出
す
電
波
を
受
け
、
「
一
階
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
乗
り
場
は
こ
ち
ら
で

す
」
「
女
性
用
ト
イ
レ
は
こ
ち
ら

で
す
」
な
ど
と
、
音
声
で
知
ら
せ

る
も
の
で
す
。

最
初
は
み
な
さ
ん
、
小
型
受
発

信
機
の
操
作
に
戸
惑
っ
て
い
ま
し

た
が
、
徐
々
に
慣
れ
、
正
面
玄
関

か
ら
二
階
ホ
ー
ル
ま
で
、
ど
こ
で

ど
ん
な
音
声
ガ
イ
ド
を
し
て
い
る

の
か
、
確
認
し
て
い
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
庁
舎
を
歩
い

て
み
て
「
音
が
小
さ
い
の
で
も
う

少
し
大
き
く
し
て
ほ
し
い
（
太
刀

川
武
さ
ん
）」「
い
つ
も
主
人
と
来

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
な
ら
一
人
で

来
れ
そ
う
で
す
ね
（
小
野

文
子
さ
ん
）
」
と
い
っ
た

感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
今
回
の
意
見

を
踏
ま
え
、
だ
れ
も
が
一

層
利
用
し
や
す
い
市
庁
舎

に
し
て
い
き
ま
す
。

長
岡
市
は
、
介
護
保
険
を
は
じ

め
と
し
た
高
齢
者
保
健
福
祉
施
策

を
「
長
岡
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
に
基

づ
き
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画

は
平
成
十
四
年
度
に
見
直
す
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

市
は
昨
年
七
月
〜
八
月
に
、
新

し
い
計
画
の
基
礎
資
料
と
す
る
た

め
「
長
岡
市
高
齢
者
等
生
活
実
態

調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

調
査
結
果
を
新
し
い

計
画
に
反
映
さ
せ
ま
す

調
査
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

生
活
実
態
を
把
握
し
、
介
護
保
険

制
度
や
高
齢
者
保
健
福
祉
に
対
す

る
意
見
・
要
望
を
集
約
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

調
査
の
対
象
は
、
下
表
の
と
お

り
で
す
。
図
１
〜
図
５
に
主
な
調

査
結
果
を
紹
介
し
ま
し
た
。

市
で
は
今
後
、
こ
の
結
果
を
検

討
し
、
平
成
十
四
年
度
中
に
「
長

岡
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
（
平
成
十
五
年

度
〜
十
九
年
度
）
」
を
策
定
し
ま

す
。今

回
の
報
告
書
は
、
市
役
所
一

階
市
民
情
報
ラ
ウ
ン
ジ
、
市
役
所

二
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
な
が

お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
二
階
情
報
資

料
コ
ー
ナ
ー
、
市
役
所
二
階
福
祉

総
務
課
1
39
・
２
２
１
７
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

市
庁
舎
の
音
声
標
識
ガ
イ
ド
装
置
が

始
動
し
て
い
ま
す

▲正面玄関の音声案内触知図案内板
前で
小型受発信機は、市役所１階案内
所で貸し出しています（５台）。

高
齢
者
等
生
活
実
態
調
査
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

み
な
さ
ん
の
声
を
福
祉
の
政
策
に
生
か
し
ま
す
！

図1 介護保険制度の認知度図2 介護保険の現状への満足度
図3 サービス水準と保険料に

関する考え

図4 施設・病院への入所・入
院の申し込み状況（要介護者）

図5 施設入所・病院入院に対
する緊急度
（図４で「している」と答えた人）

要介護認定を受けていない
人（自立者）の45.6％は、知
っていると答えています。

施設入所をしている人の家
族の81％、要介護者の72.5％
が満足していると答えていま
す。

最も多かったのは「サービ
スは現状のままでよいので保
険料は上げないでほしい」で
した。

介護保険施設に入所・入院
の申し込みをしている人は、
17.9％（598人）で、そのうち
緊急度の高い人は17.3％（98人）
でした。

端数処理の関係で合計が100％に満
たないグラフがあります。



一
月
十
二
日
、
四
郎
丸
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に
、
四
郎
丸

地
区
青
少
年
健
全
育
成
連
絡
協
議

会
の
主
催
で
地
域
の
伝
統
行
事「
サ

イ
ノ
カ
ミ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
七
年
目
を
迎
え
る
こ
の

行
事
で
は
、
午
前
九
時
か
ら
実
行

委
員
会
の
人
を
中
心
に
地
域
の
人

た
ち
が
協
力
し
て
「
サ
イ
ノ
カ
ミ
」

作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
サ
イ
ノ
カ
ミ
」
に
使
う
「
と

ば（
苫
）」
を
編
む
作
業
は
、
伝
統

行
事
の
継
承
と
同
時
に
お
じ
い
さ

ん
、
お
ば
あ
さ
ん
と
小

学
生
の
交
流
の
場
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
集
ま

っ
た
二
十
人
ほ
ど
の
小

学
生
は
、
お
じ
い
さ
ん

や
お
ば
あ
さ
ん
の
手
ほ

ど
き
を
受
け
な
が
ら
、

わ
ら
を
上
手
に
束
ね
て

「
と
ば
」
を
編
ん
で
い

ま
し
た
。

午
後
四
時
三
十
分
に

点
火
さ
れ
た
「
サ
イ
ノ

カ
ミ
」
の
周
り
に
は
、

地
域
の
人
た
ち
約
五
百
人
が
集
ま

り
、
お
餅
を
焼
い
た
り
、
書
き
初

め
を
燃
や
し
た
り
し
な
が
ら
伝
統

行
事
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

四
郎
丸
地
区
青
少
年
健
全
育
成

連
絡
協
議
会
で
は
、
こ
の
他
に
も

「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
や
「
栖

吉
川
で
遊
ぼ
う
」
な
ど
一
年
を
通

じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
地
域
の
催
し
は
子
ど

も
た
ち
に
学
校
生
活
と
は
違
っ
た

刺
激
や
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
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川
崎
中
央
児
童
館
の
子
ど
も

た
ち
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。「
児

童
館
っ
て
楽
し
い
？
」

「
す
っ
ご
く
楽
し
い
よ
」「
い

ろ
ん
な
本
や
漫
画
が
読
め
る
か
ら
」

「
パ
ソ
コ
ン
に
い
ろ
ん
な
ゲ
ー
ム

が
入
っ
て
る
か
ら
」
「
学
年
や
学

校
が
違
う
子
と
遊
べ
る
か
ら
」「
こ

の
子
が
違
う
学
年
の
子
だ
よ
」。

目
を
輝
か
せ
な
が
ら
次
か
ら
次

へ
と
答
え
る
子
ど
も
た
ち
の
声
を

聞
い
て
い
る
と
、
児
童
館
で
過
ご

す
時
間
が
楽
し
い
こ
と
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。

児
童
館
は
、
地
域
の
青
少
年
の

健
全
育
成
の
拠
点
と
し
て
市
が
整

備
を
進
め
て
い
る
も
の
で
す
。

現
在
、
市
内
に
は
二
十
九
の
児

童
館
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
の

十
九
の
児
童
館
で
は
、
放
課
後
、

保
護
者
が
仕
事
な
ど
の
た
め
家
庭

に
不
在
の
児
童
が
安
心
し
て
過
ご

す
た
め
の
児
童
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま

す
。川

崎
中
央
児
童
館
の
児
童
ク
ラ

ブ
を
お
子
さ
ん
が
利
用
し
て
い
る

林
薫
さ
ん
（
豊
二
）
は
、
「
子
ど

も
が
学
校
か
ら
暖
か
い
部
屋
に
帰

れ
る
の
で
安
心
し
て
働
く
こ
と
が

出
来
ま
す
。

ま
た
、
親
が
教
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
一
輪
車
の
乗
り
方
な
ど
も

覚
え
て
来
て
く
れ
る
の
が
う
れ
し

い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
宿

題
を
し
て
、
そ
の
あ
と
友
だ
ち
と

キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
や
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
で
、
く
た
く
た
に
な
る
ま

で
遊
べ
る
の
も
、
児
童
館
で
の
楽

し
み
の
よ
う
で
す
。

関原児童館�

栖吉児童館�

上川西コミュニティセンター�

大島児童館�

川崎児童館�

千手児童館�

希望が丘児童センター�

上組児童館�

宮内児童館�

大積児童館�

阪之上児童館�

十日町コミュニティセンター�

中島児童館�

豊田児童館�

富曽亀児童館�

山本児童館�

福戸児童館�

新町児童館�

六日市児童館�

表町児童館�

神田児童館�

四郎丸コミュニティセンター�

新組児童館�

宮本児童館�

川崎中央児童館�

桂児童館�

黒条児童館�

山通コミュニティセンター�

青葉台コミュニティセンター�

児　童　館　名� 電話番号�
46-2022�

35-9835�

27-1474�

27-5029�

35-3935�

36-3650�

29-0808�

32-0010�

35-2939�

46-2201�

33-0320�

22-2251�

35-4954�

39-0532�

24-0012�

44-8021�

27-1000�

36-9230�

22-2153�

38-0208�

37-5484�

38-0132�

25-2044�

46-2052�

39-0041�

44-8323�

25-2678�

36-7037�

42-8313�

▲「昔は冬仕事として毎日わらで『とば』を編んでいま
したが、今はそのころのことが懐かしいです」と話す駒
村千代さん（四郎丸１・写真右）と、一緒に「とば」を
束ねる四郎丸小４年の新井忍さん（写真中央）と茨木恵
美さん（写真左）（1月12日・四郎丸小学校体育館で）

▲川崎中央児童館の集会室で（１月18日）

四
月
か
ら
「
完
全
学
校
週
五
日
制
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、

子
ど
も
た
ち
の
自
由
な
時
間
が

増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

増
え
る
余
暇
を

子
ど
も
た
ち
は
ど
の
よ
う
に

過
ご
す
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
余
暇
を
過
ご
す
た
め
の

取
り
組
み
に
は
ど
ん
な
も
の
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
い
く
つ
か
訪
ね
て
み
ま
し
た
。

お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
の
知
恵
が

伝
統
と
と
も
に
子
ど
も
た
ち
に
伝
わ
る

勉強、遊び、友だちづくり
など、子どもの可能性を広
げる地域の拠点

▲川崎中央児童館では、主に川崎小学校と川
崎東小学校の児童が放課後を過ごしています。
（１月18日・川崎中央児童館で）

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

※開設時間や利用方法については各児童館にお問
い合わせください。



一
月
二
十
日
、
青
少
年
文
化
セ

ン
タ
ー
で
親
子
焼
き
物
の
つ
ど
い

が
開
か
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
自
分
が
作
る
作
品

に
必
要
な
分
の
粘
土
を
購
入
し
、

相
談
し
合
っ
た
り
教
え
あ
っ
た
り

し
な
が
ら
、
食
器
皿
や
湯
の
み
、

コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
な
ど
を
、
型
に

は
め
た
り
、
ろ
く
ろ
を
回
し
た
り

し
な
が
ら
作
っ
て
い
ま
し
た
。

渡
辺
哲
生
さ
ん
（
宮
内
小
五
年
）

と
参
加
し
た
栄
子
さ
ん
（
三
和
二
）

は
「
子
ど
も
が
『
長
岡
の
人
材
教

育
』
で
陶
芸
を
習
っ
て
い
る
の
で
、

親
子
で
一
緒
に
楽
し
め
る
と
思
っ

て
参
加
し
ま
し
た
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
焼
き
物
の
つ
ど
い
」
以
外
に
も

親
子
で
参
加
で
き
る
催
し
を
た
く

さ
ん
用
意
し
て
い

ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
各

図
書
館
や
科
学
博

物
館
、
ふ
る
さ
と

体
験
農
業
セ
ン
タ

ー
な
ど
で
、
親
子

で
参
加
で
き
る
催

し
を
企
画
し
て
い

ま
す
。

市
政
だ
よ
り
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

市内の子ども会の連合組織として、リーダーの育成
や活動の支援をしている長岡市子ども会連絡協議会。
今月は、この連絡協議会のリーダーズクラブでボラ
ンティアとして活動する山岬達美さんにお話を伺いま
した。

◇　　　　　　　　◇　　　
ボランティアリーダーの主な活
動は、リーダーとなる子どもを育
成するリーダー研修会や、大人の
育成役員研修の企画・運営などで
す。
リーダー研修会では、高校・大
学生のシニアリーダーと一緒に、
子ども達のオリエンテーリングや
キャンプでの活動を支えています。

そこでは、成功や失敗を通して、マッチや刃物の使い
方から友だちとのつき合い方に至るまでの生きていく
上での基本的なことを自分自身で発見し、身につける
ことが出来るような指導を心がけています。
４月から完全学校週５日制が始まり、子どもたちは

休みが増えますが、増えた休みは友だちをつくる日に
充ててほしいと思います。子どもは、大勢の友だちと
遊ぶ中でルールや知恵を学ぶからです。４人で集まっ
ていても、２人がテレビゲーム、残りの２人は漫画で
は新しい知恵は身につきません。
また、育成会の役員や保護者などの大人は、子ども

たちがやりたいことを自分の力でできるような機会を
考えてあげてほしいと思います。
２月10日a午前９時30分から午後４時30分まで、厚
生会館で全国規模の「ドリーム・キッズ・フェスタ in
えちご」が開催されます。活動紹介やキーホルダーづ
くり、米百俵ビデオフォーラムなどを行う予定です。
みなさんどうぞお出かけください。

5日制になって増える休みは、
友だちを作る日に充ててほしい

コラム�
  ひと�

⑧

▲山岬達美さん

る
種
目
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

取
材
に
伺
っ
た
桜
剣
士
会
の
練

習
で
は
、
子
ど
も
た
ち
は
、
剣
道

の
技
術
だ
け
で
な
く
、
練
習
中
に

上
級
生
が
下
級
生
の
世
話
を
す
る

こ
と
な
ど
を
通
し
て
礼
儀
や
友
情

も
学
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。

ま
た
、
一
月
十
九
日
と
二
十
日
、

長
岡
地
域
広
域
市
町
村
圏
の
サ
ッ

カ
ー
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
ろ
う

と
、
長
岡
地
域
広
域
行
政
組
合
と

圏
域
の
十
三
市
町
村
の
教
育
委
員

会
の
主
催
で
、
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ

ー
ス
ク
ー
ル
が
開
か
れ
ま
し
た
。

地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
、
ス
ポ

ー
ツ
を
通
し
て
育
て
て
い
こ
う
と

い
う
の
が
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
す
。

現
在
、
長
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
に
は
軟
式
野
球
、
空
手
、
剣
道

な
ど
十
八
種
目
、
八
十
五
団
体
が

登
録
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

登
録
者
数
は
、
団
員
と
指
導
者

合
わ
せ
て
約
二
千
八
百
人
で
、
団

員
数
で
は
県
内
で
も
ト
ッ
プ
の
実

績
を
誇
り
ま
す
（
右
図
参
照
）。

団
員
数
の
増
加
と
と
も
に
、
年

々
競
技
レ
ベ
ル
の
向
上
が
図
ら
れ
、

最
近
で
は
、
全
国
大
会
へ
出
場
す

初
日
の
会
場
と
な
っ
た
市
民
体
育

館
に
は
、
児
童
と
指
導
者
合
計
百

二
十
人
が
、
元
日
本
代
表
選
手
の

指
導
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。

ス
ク
ー
ル
に
参
加
し
た
、
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
レ
オ
ネ
ス
長
岡
の
指

導
者
・
佐
藤
義
彰
さ
ん
（
前
田
二
）

は
「
ス
タ
ン
ド
席
か
ら
見
て
い
て

も
、
子
ど
も
た
ち
が
ど
ん
ど
ん
う

ま
く
な
っ
て
い
く
の
が
わ
か
り
、

参
加
し
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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興
味
の
あ
る
催
し
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
、
親
子
や
家
族
で
参
加
し
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。

―
―
　
◇
　
―
　
◇
　
―
―

い
か
が
で
し
た
か
、
今
回
紹
介

し
た
の
は
ほ
ん
の
一
部
で
、
私
た

ち
の
ま
ち
に
は
、
ほ
か
に
も
こ
う

し
た
取
り
組
み
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
、

児
童
育
成
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
趣

味
・
教
養
の
催
し
な
ど
、
い
ず
れ

も
開
催
の
目
的
は
違
い
ま
す
が
、

ど
れ
も
子
ど
も
が
、
健
や
か
に
成

長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
企
画
さ
れ

た
も
の
ば
か
り
で
す
。

「
完
全
学
校
週
五
日
制
」
で
増

え
る
休
み
を
過
ご
す
際
の
参
考
に

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

長岡市�
14％� 新潟市�

10％�

三条市�
4％�

上越市�
3％�

その他�
54％�

新発田市�
3％�

白根市�
2％�
燕市�
3％�小千谷市�

2％�
小出町�
3％�

加茂市�
2％�

▲元日本代表選手を招いてのジュニアサッカースクールで
（１月19日・市民体育館）

親
子
で
一
緒
に
過
ご
す
時
間
を
作
り
ま
せ
ん
か

スポーツを通して、
ともに学び、ともに喜び、
ともに成長することを
目標に活動しています

▲「市の催しをいつもチェックして、興味がある
ものには参加しています」と話す池津佳子さん（写
真左・白鳥町）と真美子さん（写真左から２番目
・関原小５年）、 美香子さん（写真左から３番目
・関原小６年）親子。写真右は池田淳子さん（川
崎小４年）

親
子
で
参
加
で
き
る
市
の
催
し

▲桜剣士会の練習で（１月18日・市民体育館）

新潟県内のスポーツ少年団員の市町村別割合



お
む
ね
30
歳
以
下
の
人
　
定
員

＝
20
人
　
参
加
料
＝
８
０
０
円

講
師
＝
カ
モ
ミ
ー
ル
・
古
澤
恵

子
さ
ん
　
申
し
込
み
＝
２
月
20

日
d
ま
で

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

1
34
・
1
3
0
5

●１
子
ど
も
映
画
劇
場
（
無
料
）

日
時
＝
２
月
24
日
a
午
後
２
時

20
分
〜
３
時
10
分

内
容
＝「
舌

切
り
雀
　
桃
太
郎
　
浦
島
太
郎
」、

「
キ
ラ
キ
ラ
　
な
ま
は
げ
だ
ぞ

う
」

●２
親
子
七
宝
焼
き
の
つ
ど
い

日
時
＝
３
月
10
日
a
午
後
１
時

講座名� 定員� 会　場� 時　間�曜日�

月�

火�

木�

金�

和紙人形　 ①�
絵　　画　 ①�
茶　　道　 ①�
焼　　物　 ①�
　 謡�

和紙人形　 ②�
絵　　画　 ②�
茶　　道　 ②�
焼　　物　 ②�

民　　踊　 ①�
書　　道　 ①　　�
焼　　物　 ③�
リボンフラワー　�

民　　踊　 ②�
書　　道　 ②�
焼　　物　 ④�
編 み 物�

盆　　栽　 ①�
籐 工 芸　�
茶　　道　 ③�
詩　　吟　 ①�
焼　　物　 ⑤�
盆　　栽　 ②�
詩　　吟　 ②�

書　　道　 ③�
俳　　句　 ①�

俳　　句　 ②�

40�
45�
40�
40�
30

40�
45�
40�
40

400�
100�
40�
45

400�
100�
40�
50
80�
30�
40�
50�
40
80�
50

100�
55

55

勤労青少年ホーム�
中央公民館�
　　〃�
　　〃�
　　〃�

勤労青少年ホーム�
中央公民館�
　　〃�
　　〃�

勤労青少年ホーム�
　　〃�
中央公民館�
　　〃�
サンライフ長岡�

中央公民館�
　　〃�
　　〃�

勤労青少年ホーム�
中央公民館�

厚生会館�
中央公民館�
　　〃�
　　〃�

厚生会館�
中央公民館�
　　〃�
　　〃�

13：30～15：30

10：00～12：00

13：30～15：30

10：00�
�

12：00

～
�

10：00�
�

12：00

～
�

10：00�
�

12：00

～
�

13：30�
�

15：30

～
�

13：30�
�

15：30

～
�

■
全
国
水
墨
画
会
長
岡
支
部
会
員
展

日
時
＝
２
月
13
日
d
〜
18
日
b
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
（
最
終
日
は
午
後
４
時

ま
で
）

会
場
＝
東
北
電
力
ら
ぷ
ら
す

入
場
料
＝
無
料

□問
島
村
さ
ん
1
32
・

7
8
5
3

■
Ｂ
Ｓ
Ｅ
（
牛
海
綿
状
脳
症
）
に

関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
無
料
）

日
時
＝
３
月
１
日
f
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分
　
会
場
＝
市
立
劇
場
　
講
師

＝
県
食
肉
衛
生
検
査
セ
ン
タ
ー
所
長
・

後
藤
公
吉
さ
ん
ほ
か
　
□問
6
新
潟
県
獣

医
師
会
1
０
２
５
・
２
８
４
・
９
２
９
８

■
に
い
が
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ネ
ッ
ト

講
習
会
（
無
料
）

「
に
い
が
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ネ
ッ
ト
」

の
情
報
の
掲
載
方
法
や
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

の
操
作
を
体
験
で
き
ま
す
。

日
時
＝
３
月
２
日
g
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
＝
長
岡
市
役
所
幸
町
分
室
　
対
象

＝
①
県
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
係
者
（
法
人
格

の
有
無
は
問
わ
な
い
）
②
市
民
活
動
に

関
心
の
あ
る
人
　
□申
県
生
活
企
画
課
1

０
２
５
・
２
８
０
・
５
１
３
４

■
「
Ｇ
Ｏ
」
上
映
会

日
時
＝
２
月
10
日
a
①
正
午
か
ら
②
午

後
２
時
30
分
か
ら
③
午
後
５
時
か
ら
④

午
後
７
時
30
分
か
ら
　
会
場
＝
市
立
劇

場
　
料
金
＝
前
売
り
券
…
一
般
・
学
生

１
、４
０
０
円
、
ペ
ア
券
２
、４
０
０
円
、

当
日
券
…
一
般
１
、７
０
０
円
、
学
生
１
、

５
０
０
円
（
小
学
生
、
高
齢
者
、
障
害

者
、
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
人
、
介
助

の
人
は
１
、０
０
０
円
）

□問
長
岡
商
工

会
議
所
1
32
・
４
５
０
０
、
市
民
映
画

館
を
つ
く
る
会
1
33
・
１
２
３
１
（
月

・
金
曜
の
午
後
７
時
30
分
以
降
）

返
信
の
表
に
住
所
、
氏
名
、
郵

便
番
号
を
記
入
し
て
、
〒
９
４

０
―

０
８
２
１
栖
吉
町
３
６
７

０
ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ

ー
へ
（
申
し
込
み
は
１
家
族
１

枚
、
多
数
の
場
合
抽
選
）

青
少
年
育
成
課
1
32・0
5
8
1

FAX
32・0
5
8
7

●
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

日
時
＝
３
月
11
日
b
午
前
９
時

〜
13
日
d
午
後
３
時
30
分
（
２

泊
３
日
）

会
場
＝
国
立
赤
城

青
年
の
家
（
群
馬
県
勢
多
郡
富

士
見
村
）

対
象
＝
市
内
在
住

ま
た
は
通
学
の
高
校
生
　
内
容

＝
保
育
所
、
老
人
福
祉
施
設
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
　
定
員
＝
40
人

参
加
料
＝
７
、０
０
０
円

申
し

込
み
＝
２
月
15
日
f
ま
で
に
各

高
等
学
校
ま
た
は
青
少
年
育
成

課
へ事

前
説
明
・
研
修
会
を
中
央

公
民
館
で
、
３
月
３
日
a
午
後

２
時
〜
３
時
30
分
に
行
い
ま
す
。

企
画
課
1
39
・
2
2
0
4

FAX
39
・
2
2
8
0

●
学
校
・
住
ま
い
・
通
楽
路

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
長
岡（
無
料
）

居
住
地
域
と
学
校
を
つ
な
ぐ

「
通
学
（
楽
）
路
」
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
、
子
ど
も
の
た
め
の
学

校
づ
く
り
や
居
住
環
境
づ
く
り

を
考
え
ま
す
。

日
時
＝
２
月
26
日
c
午
後
１
時

30
分
〜
６
時
　
会
場
＝
市
立
劇

場
　
内
容
＝
①
フ
ォ
ー
ラ
ム
全

体
会
②
分
科
会
（
居
住
環
境
、

学
校
づ
く
り
、
通
楽
路
、
教
育

シ
ス
テ
ム
の
４
部
門
）
③
フ
ォ

ー
ラ
ム
統
括
討
議
　
申
し
込
み

＝
２
月
19
日
c
ま
で

公
園
緑
地
課
1
39
・
2
2
3
0

FAX
39
・
2
2
7
0

●
花
と
緑
の
教
室

期
日
と
内
容
＝
①
２
月
23
日
g

「
サ
ギ
草
の
育
て
方
」
②
３
月

16
日
g
「
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
の
育

て
方
と
観
葉
植
物
の
管
理
」

30
分
〜
３
時
30
分
　
対
象
＝
小

学
４
年
生
〜
高
校
生
ま
た
は
親

子
　
定
員
＝
15
人
　
内
容
＝
ペ

ン
ダ
ン
ト
・
ブ
ロ
ー
チ
づ
く
り

な
ど
　
材
料
費
＝
３
０
０
円
〜

１
、１
０
０
円
　
申
し
込
み
＝
２

月
17
日
a
ま
で

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
春
番
組

に
入
れ
替
え
の
た
め
、
２
月
25

日
b
〜
３
月
２
日
g
ま
で
お
休

み
し
ま
す
。

中
央
図
書
館
1
32
・
0
6
5
8

●１
読
者
の
つ
ど
い
（
無
料
）

日
時
＝
２
月
15
日
f
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
　
会
場
＝
互
尊
文

庫
　
内
容
＝
重
松
清
著
「
定
年

ゴ
ジ
ラ
」

●２
子
ど
も
の
本
を
読
む
会

日
時
＝
２
月
13
日
d
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
講
座
室

１
　
参
加
料
＝
無
料
　
内
容
＝

ア
ナ
イ
ス
・
ヴ
ォ
ー
ジ
ュ
ラ
ー

ド
作
・
絵
「
オ
オ
カ
ミ
と
石
の

ス
ー
プ
」

図
書
整
理
の
た
め
、
中
央
図

書
館
は
２
月
18
日
b
〜
28
日
e

ま
で
、
各
地
域
図
書
館
と
互
尊

文
庫
学
習
室
は
２
月
18
日
b
〜

22
日
f
ま
で
休
館
と
な
り
ま
す
。

こ
の
間
、
本
の
貸
出
期
間
を

３
週
間
程
度
に
延
ば
し
ま
す
の

で
、
た
く
さ
ん
借
り
て
く
だ
さ

い
。

時
間
＝
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場
＝
厚
生
会
館
第
１
小
ホ
ー

ル
　
講
師
＝
市
政
だ
よ
り
「
園

芸
教
室
」
担
当
・
小
林
正
夫
さ

ん
　
定
員
＝
①
40
人
②
70
人

参
加
料
＝
①
１
、０
０
０
円
②
無

料
　
申
し
込
み
＝
①
２
月
20
日

d
ま
で
②
２
月
18
日
b
〜
３
月

13
日
d

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

1
32
・
4
4
2
9

●
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
教
室

〜
あ
な
た
専
用
の
ア
ロ
マ
オ
イ

ル
を
調
合
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
で

心
も
体
も
ス
ッ
キ
リ
と
！
〜

日
時
＝
２
月
23
日
g
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
　
対
象
＝
市

内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
お

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

市役所　　  幸町2の1の1 　35・1122
●特に記載のないものは、電話、FAX、Eメールで�
　申し込んでください。先着順で受け付けます。�

お知らせ�
〒940�
 －8501

お知らせ�

長岡市ホームページアドレス

催  
し�

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

13 12

芸術文化振興財団ガイド129・7711

＜２月17 日Aチケット発売＞
■渡辺美里じゃじゃ馬ならし
ツアー０２

日時＝５月17日f午後６時30分
から 会場＝市立劇場 料金＝
全席指定６,８００円（当日５００円
増）

■風間杜夫ひとり芝居｢カラオケマン｣
日時＝３月21日-午後３時から　会場＝リリック
ホール・シアター　料金＝全席指定３,０００円（当
日５００円増）

■わらべ唄と影絵　越後の昔話
（市民企画公募型事業）
新井市の読み聞かせボラ

ンティア｢えほんのへや｣の
みなさんによる影絵の上演
や、長岡少年少女合唱団、
小林恵子さんらによるわら
べ唄の演奏と峰村辰典さん
による解説があります。
日時＝３月10日a午後２時
から　会場＝リリックホー
ル・シアター　料金＝全席
自由大人８００円、子ども（５
歳～中学生）２００円

高齢者趣味の教室　受講生募集
期間＝４月10日d～来年３月12日d（各講座30回）
対象＝市内在住の60歳以上の人
参加料＝４,０００円（初回に、教材費別）
申し込み＝往復はがきで。
往信の裏に希望講座名、住所、氏名、年齢、電話番号
返信の表に郵便番号、住所、氏名を記入して、〒９
４０－００７２柳原町２の１中央公民館へ（申し込みは
１人１講座。定員を超えた場合は、講座間の調整や
抽選を行い、３月中旬に結果を連絡します）
締め切り＝２月28日e必着
問い合わせ＝中央公民館1３２・０４３７

対象＝20歳以上の初心者
時間＝いずれのコースも午前９時30分～正午
申し込み＝２月12日c（消印有効）までに、往復はがきの往
信の裏にコースNo .（第１・２希望を記入）、住所、氏名、年
齢、電話番号を、返信の表に郵便番号、住所、氏名を記入し、
〒９４０－００７２柳原町２の１生涯学習・体育課ＩＴ講習推進
室1３２・６１０２へ（はがき１枚につき１人、多数の場合、２
月14日eに抽選。翌日結果を発送）

BSNラジオ「長岡市だより」
毎週月～金曜日の午後２時35分から２分間

エヌ・シィ・ティ「長岡市のお知らせ」
（長岡ケーブルテレビ）
毎週月曜日の午後６時から４分間

FMながおか「長岡市からのお知らせ」
毎週月～金曜日午前７時45分～52分、午後５時15分～22分

長岡市ホームページアドレス
http://www.city.nagaoka.niigata.jp

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

▲渡辺美里さん

▲よいた・ふせ

※講座名の①～⑤は、開催日時が異なるだけで講座の
内容は同じです。

ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー

1
34
・
5
3
6
0

●１
「
ハ
ム
・
ベ
ー
コ
ン
」
加
工

日
時
＝
２
月
27
日
d
午
前
10
時

〜
午
後
５
時
　
定
員
＝
20
人

参
加
料
＝
２
、５
０
０
円
　
持
ち

物
＝
昼
食
、
エ
プ
ロ
ン
　
申
し

込
み
＝
２
月
10
日
a
午
前
９
時

か
ら

●２
東
山
ふ
る
さ
と
体
験
農
園

参
加
者
募
集

場
所
と
区
画
数
＝
鉢
伏
地
内
・

26
区
画
（
１
区
画
33
g
）

参

加
料
（
１
年
分
）
＝
４
、５
０
０

円
　
申
し
込
み
＝
２
月
15
日
f

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
の
往
信

の
裏
に
「
農
園
参
加
希
望
」
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
、

期　　　日� 定員� 会　　場� テキスト代�

I T 基礎技能確認コース（パソコンの基本操作等）�

B434

W435

E436

2/26�、27�、3/5�、6��

3/5�、6�、7�、8��

3/12�、13�、14�、15��

※W 4 3 5、E 4 3 6は、幼児保育あり�

市民センター301会議室�10人�

20人�

20人�

300円�

800円�

800円�

I T 基礎＋ワープロ入門コース（基本的な文章の作成等）�

I T 基礎＋表計算入門コース（基本的な表の作成とグラフの作成等）�

青少年文化センター�

青少年文化センター�

ｺｰｽＮｏ．�

seisyone@
city.nagaoka.nii

gata.jp

info@
city.nagaoka.niigat

a.jp

ＩＴレベルアップ講習会追加募集
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■ながおか１００だるま大会　１６日G・１７日A
大賞には10万円相当の旅行券を進呈（ファミリー・子
ども会部門は２作品に５万円相当の旅行券）。
日時＝①一般・企業部門…16日

g午前10時～午後２時②フ
ァミリー・子ども会部門…
17日a午前10時～午後２時

申し込み＝１チーム３人以上で
２月12日cまでに長岡観光
・コンベンション協会内な
がおか１００だるま大会実行
委員会1３２・１１８７、FAX３１
・１７７７へ

■雪・火　フェスティバル in 長岡IX １６日G
夜空に明るく照らし出す雪あか
り、さいの神、雪上花火をお楽し
みください。
時間＝午後５時30分から

■越後長岡ゆきがっせん大会 １７日A
１位には５万円分の商品券を進呈。２～４位には賞品。
参加賞あり。

■雪しかステージ１６日G午後１時３０分～５時４５分
１７日A午前１０時～午後４時

★悠久太鼓
★雪しかカラオケ大会　17日（ ）
時間＝午前10時～午後０時30分
申し込み＝長岡商工会議所1３２・４５００、ＢＳＮ長岡支

社1３５・７５３１
★越後ながおかミス雪娘コンテスト　17日（ ）
ミス雪娘には10万円相当の旅行券を進呈。
時間＝午後１時から
申し込み＝２月８日fまでに長岡商工会議所1３２・４５００

または1宮本村1４７・０７５７へ

■肉まん大喰い・おむすび早喰い雪しかフードバトル
１６日G

優勝者には豪華賞品を進呈。
時間＝午後３時30分～４時　定員＝各５人（中学生以上）
申し込み＝２月15日fまでに1青善フードバトル係1３２

・８２４４または当日直接ステージ横の受付へ

■長岡雪しか祭り写真コンテスト
応募方法＝４ツ切のプリントの裏に必要事項を記入した

応募票をはって、３月１日fまでに〒９４０－００６２
大手通２の２の６長岡観光・コンベンション協会
1３２・１１８７へ

問い合わせ＝長岡雪しか祭り実行委員会事務局（長岡商工会議所内1３２・４５００、市観光課内1３９・２２２１）

■食楽座・物販コーナー１６日G午前１１時～午後６時
１７日A午前１０時～午後４時

温かい飲み物、軽食のほか特産品も販売します。

■わんぱく広場　１６日G午後２時～５時
１７日A午前１０時～午後４時

ジャンボ・スノー滑り台、雪上人間
カーリング、親子ゆきあそびコーナー、
雪壁登り、ストラックアウトなど楽し
いアトラクションが盛りだくさん。

■特別イベント １７日A午後３時から
★「Dream Speech 2002」
～60秒の夢主張コンテスト～
テーマを１つ選び、あなたの夢を思いっきり語ってく
ださい。
応募者の中から、小、中、高校生、一般（20歳未満）、
20歳代～60歳代以上の９世代各３人ずつ、当日の参加者
を審査のうえ決定し、連絡します。森市長もゲストで参
加します。
夢の大賞に５万円分、長岡市長賞に２万円分、優秀賞
に１万円分の商品券と、上記以外の全員に参加賞として
２,０００円分の商品券を進呈します。
テーマ＝①ながおかの夢②わたしの大切なもの③こんな

長岡大好き
申し込み＝主張の要旨を200字以内にまとめ、郵便番号、

住所、氏名、ふりがな、年齢、性別を記入し、２
月９日gまでに〒９４０－００６５坂之上町２の１の
１長岡商工会議所へ郵送またはFAX３４・４５００で

★空から餅まき

■雪しか市 １６日G午後２時～５時
１７日A午前１０時～午後４時

■楽しい落語と「越後地酒」新酒試飲の会
柳家一門勢揃い

１６日G・１７日A午後１時～３時３０分
会場＝ハイブ長岡２階けやきの間
出演者＝柳家一琴（真打）、柳家花緑（真打）、柳家紫文

（粋曲）、柳家喬之助（二ツ目）、柳家初花（前座）
木戸銭＝２,０００円　定員＝各400人
申し込み＝長岡商工会議所1３２・４５００、1宮本村1４７

・０７５７

※積雪や天候の状況により内容を変更する場合がありま
す。また、会場の駐車台数には限りがありますので、路
線バス（循環バス「くるりん」）をご利用ください。

日

日

■無料レッスン＆デモンストレーション
長岡スキー学校のスタッフによるレッスンとデモンス
トレーションです。
レッスン＝午前10時～正午、午後１時30分～３時30分
申し込み＝当日会場で

■イベントタイム　　　　　　　　　　　　　　
①スノーチュービング　午前10時～正午
②クイズ大会と抽選会 午後１時から

■タイマツ滑降＆雪上花火大会　午後６時から
長岡スキー協会員と一般参加者、総勢１００人によるタ
イマツ滑降（中級以上のスキーヤーの飛び入りも大歓迎）。
リフトのいすに電飾を取り付け、ゲレンデにはバルー
ンライトが出現。また、大スターマインなどの雪上花火
で冬の夜空を演出します。

■ナイターリフト無料開放　午後５時から

■特設スキーキッズエリア
小学校入学前の子どもたちが、安心してスキーを楽し

めるよう用意しました。

■温かい飲み物無料サービス　午後６時から
甘酒などを用意します。

●２３日のリフト運転時間
第１ペアリフト…９：00～16：50 
第２ペアリフト…９：00～18：00 19：30 ～21：00 
第３・５リフト…９：00～17：00 

●市営スキー場行きバス（長岡駅東口６番線発着）
〔長岡駅発～市営スキー場着〕
８：20～８：38  ８：50～９：08  10：10 ～10：28 

〔市営スキー場発～長岡駅着〕
11：50 ～12：08   15：53 ～16：11   17：15 ～17：33 

※積雪や天候の状況により変更や中止の場合があります。

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

■
中
心
商
店
街

ゆ
う
・
遊
ま
ち
め
ぐ
り
（
無
料
）

「
長
岡
逸
品
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
が

ご
案
内
し
ま
す
（
食
事
付
）。

コ
ー
ス
と
日
時
＝
①
「
春
の
行
事
に

お
す
す
め
」
コ
ー
ス
…
３
月
８
日
f

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
②
「
春
の
お

出
か
け
に
お
す
す
め
」
コ
ー
ス
…
３

月
12
日
c
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

定
員
＝
各
８
人
　
□申
２
月
12
日
c
ま

で
に
長
岡
市
商
店
街
振
興
組
合
連
合

会
1
32
・
７
０
０
２
へ

■
話
し
方
教
室
見
学
会
（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
２
月
13
日
d
・
20
日
d
午
後

７
時
〜
９
時
　
対
象
＝
学
生
を
除
く

ど
な
た
で
も
　
会
場
＝
中
央
公
民
館

□問
話
の
泉
・
名
地
さ
ん
1
66
・
６
４

３
２
（
午
後
７
時
〜
10
時
）

■
歴
史
文
化
講
演
会

日
時
＝
２
月
17
日
a
午
後
１
時
〜
３

時
　
会
場
＝
中
央
図
書
館
　
演
題
＝

長
岡
の
遊
廓
に
つ
い
て
〜
江
戸
か
ら

昭
和
へ
〜
　
講
師
＝
古
志
の
会
代
表

・
亀
川
純
一
さ
ん
　
参
加
料
＝
５
０

０
円
（
資
料
代
）

□問
吉
祥
堂
内
古

志
の
会
事
務
局
・
吉
田
さ
ん
1
34
・

０
５
１
０

■
楽
し
い
英
会
話
教
室

日
時
＝
２
月
19
日
〜
３
月
19
日
の
毎

週
火
曜
日
午
後
７
時
〜
８
時
　
会
場

＝
長
岡
郵
便
局
　
参
加
料
＝
８
０
０

円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

講
師
＝
畠
山

晴
海
さ
ん
ほ
か
　
□申
往
復
は
が
き
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

記
入
し
、
〒
９
４
０
―

８
７
９
９
長

岡
郵
便
局
総
務
課
英
会
話
教
室
係
1

32
・
０
２
０
０
へ

問い合わせ＝市営スキー場1３４・２２２５

長岡市営スキー場 期日＝２月２３日Gファミリースキーカーニバル

３月10日aまで、入園料、駐車料金は無料です。

■「にんげんそり２００２」越後丘陵公園杯参加者募集
自分の体をそりにして滑り、タイムと芸術点を競いま
す。楽しい仮装やパフォーマンスをお待ちしています。
日時＝２月11日-午後０時30分～２時　１チーム＝２人
以上　参加料＝１人２００円（保険料含む） 申し込み＝
Global Project1３３・９０１８、FAX３３・９０１３（当日参加も
歓迎）

～ゲレンデ～
■スノーモービルトレイン体験　参加料＝200円
■雪上車試乗体験 参加料＝100円
■雪遊びコーナー（無料）
宝探しゲーム、チューブカーリング、雪玉ストラック
アウト、スノーフラッグスなど

■もちつき体験（体験無料） １皿＝100円

■スキー教室のご案内
対象＝初心者　集合＝暖の館インフォメーション前　申
し込み＝事前に電話で
［スキー教室］
期日＝２月９日g、10日a、11日-、17日a、23日g、
24日a 時間＝①午前の部…午前10時30分～正午②午後
の部…午後１時30分～３時　定員＝各50人　参加料＝１，
５００円

［歩くスキー教室（無料）］
日時＝２月10日a、17日a午前10時30分～
午後０時30分　定員＝各30人

～暖の館～
■わら細工展示と教室
■春の花々先取りコーナー
暖の館が春の香りでいっぱいになります。
■フワフワ遊具コーナー 期間＝３月３日aまで
■雪割草写真展 期間＝３月10日aまで

問い合わせ＝越後公園管理センター1４７・８００１

ウィンターフェア２００２国営越後丘陵公園 期間＝２月９日G～１１日_

時間＝午前９時３０分～午後４時３０分

期日＝２月１６日G・１７日A
会場＝ハイブ長岡周辺

▲楽しさいっぱい！
▲いろんな雪だるまを作ろう！

▲ころりん

▲昨年のフェスティバルで

えん

もち
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月
６
日
d
、
Ｂ
…
２
月
20
日
d
、
Ｃ

…
２
月
27
日
d
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
参

加
料
を
添
え
て
市
民
体
育
館
へ
　
□問

渡
辺
鉄
男
さ
ん
1
32
・
２
８
２
８

②
苗
場
山
市
民
ス
キ
ー
登
山

期
日
＝
３
月
９
日
g
〜
10
日
a
（
１

泊
２
日
）

参
加
料
＝
１
５
、０
０
０

円
　
対
象
＝
ス
キ
ー
技
術
が
中
級
以

上
の
人
（
確
実
な
ボ
ー
ゲ
ン
と
斜
滑

降
を
要
す
）

集
合
＝
市
民
体
育
館

駐
車
場
　
定
員
＝
30
人
　
□申
２
月
27

日
d
ま
で
に
参
加
料
を
添
え
て
市
民

体
育
館
へ
（
３
月
７
日
e
午
後
６
時

30
分
か
ら
市
民
体
育
館
で
説
明
会
あ

り
）

□問
渡
辺
鉄
男
さ
ん
1
32
・
２

８
２
８

③
猿
倉
岳
歩
く
ス
キ
ー
の
集
い

日
時
＝
３
月
３
日
a
午
前
９
時
〜
午

後
３
時
　
集
合
＝
蓬
平
バ
ス
停
　
参

加
料
＝
５
０
０
円
　
□申
２
月
25
日
b

ま
で
に
市
民
体
育
館
へ
　
□問
野
口
勇

さ
ん
1
32
・
８
９
０
６

④
南
蛮
山
歩
く
ス
キ
ー
の
集
い

日
時
＝
２
月
24
日
a
午
前
９
時
〜
午

後
３
時
　
集
合
＝
長
岡
農
業
高
校
鷺

巣
農
場
前
　
参
加
料
＝
５
０
０
円
　

□申
２
月
18
日
b
ま
で
に
市
民
体
育
館

へ
　
□問
野
口
勇
さ
ん
1
32
・
８
９
０
６

■
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
愛
好
会
（
社
交

ダ
ン
ス
）
会
員
募
集

コ
ー
ス
と
日
時
＝
初
心
者
コ
ー
ス
…

毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
、
初

中
級
者
コ
ー
ス
…
毎
週
火
曜
日
①
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
②
午
後
７

時
〜
９
時
、
毎
週
土
曜
日
①
午
後
９

時
30
分
〜
11
時
30
分
②
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
　
講
師
＝
本
多
竹
雄

さ
ん
　
参
加
料
＝
入
会
金
３
、０
０
０

円
、
月
２
、０
０
０
円
　
□申
岩
渕
さ
ん

1
34
・
３
５
１
６

■
母
と
子
の
つ
ど
い
（
無
料
）

日
時
＝
３
月
１
日
f
午
前
10
時
〜
正

午
　
会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
対
象

＝
３
歳
児
と
保
護
者
　
内
容
＝
臨
床

心
理
士
・
鈴
木
か
お
り
さ
ん
の
講
話
、

親
子
遊
び
　
持
ち
物
＝
内
履
き
　
定

員
＝
50
組
　
□申
２
月
12
日
c
か
ら
健

康
課
内
母
子
保
健
推
進
員
協
議
会
事

務
局
1
32
・
５
０
０
０
へ

■
市
民
意
見
交
換
会

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
向

け
、
現
状
を
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
２
月
12
日
c
午
後
７
時
〜
９

時
　
会
場
＝
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ

ー
　
□申
Ｆ
＆
Ｍ
な
が
お
か
市
民
会
議

・
樋
熊
さ
ん
FAX
32
・
７
７
０
５

■
遺
跡
発
掘
報
告
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
よ
み
が
え
る
青
田
遺
跡
」

日
時
＝
３
月
９
日
g
午
後
０
時
30
分

か
ら
、
10
日
a
午
前
９
時
か
ら
　
会

場
＝
新
潟
テ
ル
サ
（
新
潟
市
鐘
木
）

参
加
料
＝
無
料
　
□問
新
潟
県
埋
蔵
文

化
財
調
査
事
業
団
1
０
２
５
０
・
25

・
３
９
８
１

■
ス
キ
ー
協
会
の
催
し

①
市
民
山
岳
ス
キ
ー
講
習
会

コ
ー
ス
と
会
場
＝
Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス
…

市
営
ス
キ
ー
場
、
Ｃ
コ
ー
ス
…
三
の

峠
　
期
日
＝
Ａ
…
２
月
10
日
a
、
Ｂ

…
２
月
24
日
a
、
Ｃ
…
３
月
３
日
a

時
間
＝
午
前
８
時
30
分
か
ら
　
参
加

料
＝
Ａ
・
Ｂ
…
５
０
０
円
、
Ｃ
…
１
、

０
０
０
円
　
集
合
＝
市
営
ス
キ
ー
場

第
１
ロ
ッ
ジ
　
持
ち
物
＝
ス
キ
ー
用

具
、
昼
食
、
水
筒
、
ス
キ
ー
シ
ー
ル

（
貸
し
出
し
可
）、
防
寒
具
、
雨
具
、

サ
ブ
ザ
ッ
ク
　
指
導
者
＝
長
岡
ス
キ

ー
協
会
山
岳
ス
キ
ー
部
　
□申
Ａ
…
２

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

時
間
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

開
館
時
間
内
に
開
催
し
て
い
ま

す
。

開
館
時
間
＝
平
日
・
土
曜
…
午

前
９
時
〜
午
後
９
時
、
日
曜
・

祝
日
…
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

30
分

☆
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
☆

問
い
合
わ
せ
＝
ウ
ィ
ル
な
が
お

か
1
39
・
２
７
４
６

●１
南
雲
タ
カ

手
作
り
ひ
な
人
形
展

期
間
＝
２
月
16
日
g
〜
３
月
３

日
a

手
作
り
お
ひ
な
さ
ま
教

室
＝
２
月
23
日
g
午
前
10
時
か

ら●２
子
ど
も
の
人
権
コ
ー
ナ
ー

期
間
＝
２
月
２
日
g
〜
28
日
e

●３
子
ど
も
の
悩
み
相
談
室

長
岡
市
の
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
＝
２
月
６
日
〜
20
日
の
毎

週
水
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
　
会
場
＝
２
０
３
会
議
室

☆
地
球
広
場
☆

問
い
合
わ
せ
＝
地
球
広
場
1
39

・
２
７
１
４

●１
メ
レ
ン
ゲ
・
サ
ル
サ

ダ
ン
ス
ク
ラ
ス
（
無
料
）

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
留
学
生
た
ち

に
よ
る
日
本
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、

日
時
＝
２
月
26
日
c
午
前
10
時

30
分
か
ら
、
午
後
２
時
か
ら

申
し
込
み
＝
２
月
20
日
d
ま
で

に
市
民
セ
ン
タ
ー
事
務
室
1
39

・
２
７
６
３
へ

●３
お
ひ
な
さ
ま
を
つ
く
ろ
う
！

親
子
で
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
３
月
１
日
f
午
前
11
時

か
ら
、
午
後
２
時
か
ら

●４
お
楽
し
み
会
「
ひ
な
祭
り
」

ひ
な
祭
り
に
関
係
し
た
歌
や

遊
び
で
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
３
月
３
日
a
午
前
11
時

か
ら
、
午
後
２
時
か
ら

●５
相
談
窓
口

子
育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩

み
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分

●６
子
育
て
講
座

「
親
子
遊
び
の
い
ろ
い
ろ
」

専
門
の
保
育
士
の
指
導
で
、

家
で
も
簡
単
に
で
き
る
「
親
子

遊
び
」
を
体
験
し
ま
す
。

日
時
＝
２
月
19
日
c
午
前
10
時

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の
催
し
（
無
料
）

英
語
を
交
え
て
の
ダ
ン
ス
講
習

会
で
す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
毎
月
第
２
・
４
土
曜
日

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

●２
中
国
の
「
春
節
」
の
紹
介

中
国
の
「
春
節
（
旧
正
月
）」

の
装
飾
品
や
お
正
月
の
過
ご
し

方
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

毎
週
日
曜
日
午
後
１
時
〜
５

時
は
中
国
人
ス
タ
ッ
フ
が
説
明

し
ま
す
。

期
間
＝
２
月
18
日
b
ま
で

●３
大
島
小
学
校
６
年
生
が
調
べ

た
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
紹
介

大
島
小
６
年
生
の
み
な
さ
ん

が
調
べ
た
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
衣

装
や
食
べ
物
を
パ
ネ
ル
で
紹
介

し
ま
す
。
発
表
も
あ
り
ま
す
。

期
間
＝
２
月
23
日
g
〜
３
月
８

日
f

発
表
＝
２
月
23
日
g
午

後
２
時
か
ら

☆
ち
び
っ
こ
広
場
☆

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
セ
ン
タ
ー

事
務
室
1
39
・
２
７
６
３

●１
’
ふ
ゆ

さ
む
さ
を
ふ
き
と
ば
そ
う

親
子
体
操

日
時
＝
２
月
12
日
c
午
前
10
時

30
分
か
ら

●２
風
船
で
あ
そ
ぼ
う
！

風
船
を
使
っ
た
い
ろ
い
ろ
な

遊
び
や
飾
り
を
紹
介
し
ま
す
。

幼
児
期
の
お
や
つ

に
つ
い
て�

期
日�

栄
養
士�

2/14�
e

家
庭
内
で
の
困
り

ご
と
に
つ
い
て�

家
庭
児
童�

相
談
員�
21�
e

幼
児
期
の
子
育
て

に
つ
い
て�

保
育
士�
3 / 7�
e

内
　
　
容�

担
当�

02

国
際
文
化
課
1
39
・
2
2
5
1

●
種
谷
睦
子
マ
リ
ン
バ

レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

マ
リ
ン
バ
の
第
一
人
者
・
種

谷
睦
子
さ
ん
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
演
奏
と
軽
や
か
な
音
色
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
３
月
10
日
a
午
後
２
時

か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
　
曲

目
＝
ツ
ィ
ゴ
イ
ネ
ル
ワ
イ
ゼ
ン

（
サ
ラ
サ
ー
テ
）、
荒
城
の
月（
滝

廉
太
郎
）
ほ
か
　
入
場
料
＝
無

料
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

市
役
所
１
階
案
内
所
、
４
階
国

際
文
化
課
、
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
、

市
立
劇
場
、
な
が
お
か
市
民
セ

ン
タ
ー
、
各
図
書
館
、
中
央
公

民
館
、
厚
生
会
館
、
市
内
の
一

部
レ
コ
ー
ド
店
で
ど
う
ぞ
。

福
祉
総
務
課
1
39
・
2
2
1
7

●
日
赤
救
急
法
救
急
員

養
成
講
習
会

合
格
者
に
は
、
日
本
赤
十
字

社
救
急
法
救
急
員
認
定
証
を
交

付
し
ま
す
。

日
時
＝
２
月
23
日
g
・
24
日
a
、

３
月
９
日
g
・
10
日
a
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
（
全
４
回
）

会
場
＝
中
央
公
民
館
　
定
員
＝

30
人
　
受
講
料
（
教
材
費
）
＝

３
、０
０
０
円
（
初
回
に
）

申

し
込
み
＝
福
祉
総
務
課
内
日
赤

安
全
奉
仕
団
長
岡
市
分
団
事
務

局
へ福

祉
相
談
課
1
39
・
2
2
1
8

FAX
32
・
0
1
6
0

●
ハ
ン
デ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会

日
時
＝
２
月
27
日
d
、
３
月
７

日
e
・
12
日
c
・
20
日
d
・
27

soudan@
city.nagaoka.niiga

ta.jp

日
d
午
後
６
時
45
分
〜
８
時
30

分
　
会
場
＝
市
民
体
育
館
会
議

室
ほ
か
　
内
容
＝
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

関
す
る
基
礎
知
識
の
習
得
　
対

象
＝
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
関
心
の
あ
る

高
校
生
以
上
の
人
　
参
加
料
＝

無
料
　
定
員
＝
30
人
　
申
し
込

み
＝
２
月
22
日
f
ま
で

&
長
岡
市
体
育
協
会

（
市
民
体
育
館
内
）

1
34
・
2
7
0
0

●
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
展
示
会

大
賞
１
点
（
右
写
真
）、
奨
励

賞
５
点
、
佳
作
10
点
の
入
賞
作

品
を
展
示
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間
と
場
所
＝
２
月
15
日
f
午

後
１
時
ま
で
…
市
役
所
１
階
ロ

ビ
ー
、
２
月
15
日
f
午
後
３
時

〜
28
日
e
…
な
が
お
か
市
民
セ

ン
タ
ー
２
階
、
３
月
１
日
f
か

ら
…
市
民
体
育
館
、
南
部
体
育

館
、
北
部
体
育
館
、
悠
久
山
プ

ー
ル
の
順
に
１
週
間
ず
つ
展
示

チャレンジショップ「リード・ブロー」
300円講習会

ス
ポ
ー
ツ�

▲種谷睦子さん

▲大賞「競り合い」
結城昭一さん（北山１）

た
ね

や
む
つ

こ

商店経営をめざす若者たちに１年間ミニ店舗を
提供し、商売のノウハウを体得してもらおうと行
っているチャレンジショップ事業。
現在、チャレンジショップ「リード・ブロー」
では、第２期生４人が、本格的に中心市街地の空
き店舗に出店しようと多くの人からの支援を受け、
それぞれの個性を生かしたお店を経営しています。
今回、お店の内容を知ってもらうため、講習会
を開催します。
それぞれのお店の特色を生かした内容です。ぜ
ひご参加ください！

時間＝①②午後１時30分～３時30分
③④午前11時～午後１時

定員＝各６人　参加料（材料費）＝３００円
申し込み＝チャレンジショップ「リード・ブロー」

1３９・００２０
問い合わせ＝商業振興課1３９・２２２８

リラクゼーション�
ルーム ｎａｔｕｒｅ�

①�

期 日� 担当店� 内　　　容�
くまのあみぐるみをかぎ針で作
ります。�SEED ＰＬＡＮＴＳ�

プランツ�

サキコ�

くれない�

ナチュール�

シード�2／16�
g

②�

カラーワイヤーと試験管を使っ
て一輪挿しを作ります。�ＳＡＫＩＫＯ�17�

a

③� 布と接着テープだけで、フォト
フレームを作ります。�紅�18�

b

④� 簡単にできるハンドマッサージ
をマスターします。�

19�
c

30
分
か
ら

☆
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
☆

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
セ
ン
タ
ー

事
務
室
1
39
・
２
７
６
３

●１
新
潟
県
「
ま
ち
づ
く
り
月
間
」

作
画
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
作
品
展

期
間
＝
２
月
６
日
d
〜
18
日
b

●２
女
二
人
き
さ
ら
ぎ
展

期
間
＝
２
月
20
日
d
〜
25
日
b

●３
市
役
所
所
蔵
作
品
展

こ
れ
ま
で
市
に
寄
贈
さ
れ
た

絵
画
な
ど
十
数
点
を
展
示
し
ま

す
。

期
間
＝
２
月
27
日
d
〜
３
月
４

日
b

●４
い
け
ば
な
作
品
展

期
間
＝
３
月
６
日
d
〜
11
日
b

●１
〜
●４
の
最
終
日
の
展
示
は
、

午
後
３
時
ま
で
で
す
。

●
く
ら
し
の
講
座

テ
ー
マ
＝
ご
存
知
で
す
か
？

「
ペ
イ
オ
フ
」
〜
預
金
の
保
護

の
範
囲
が
変
わ
り
ま
す
〜
　
日

時
＝
２
月
27
日
d
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
　
会
場
＝
２
０
２
会

議
室
　
講
師
＝
貯
蓄
生
活
設
計

推
進
員
・
関
谷
政
夫
さ
ん
　
定

員
＝
45
人
　
申
し
込
み
＝
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
1
32
・０
０
２
２
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■
パ
ス
テ
ル
画
製
作
　
春
を
待
つ

日
時
＝
２
月
９
日
g
午
後
２
時
〜
４

時
　
会
場
＝
中
央
公
民
館
　
講
師
＝

中
本
千
鶴
子
さ
ん
　
参
加
料
＝
１
、

５
０
０
円
（
別
に
材
料
費
１
、０
０
０

円
）

□問
ラ
グ
ラ
ス
の
会
・
高
柳
さ

ん
1
33
・
２
８
２
４

■
坂
の
上
ダ
ン
ス
愛
好
会
会
員
募
集

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

講
習
会
＝
①
木
曜
日
の
部
（
３
月
７

日
か
ら
）
②
土
曜
日
の
部
（
３
月
９

日
か
ら
）

時
間
＝
初
心
者
…
午
後

６
時
〜
７
時
30
分
、
初
中
級
者
…
午

後
７
時
30
分
〜
９
時
　
会
場
＝
長
岡

郵
便
局
体
育
館
　
参
加
料
＝
月
１
、５

０
０
円
　
□問
本
多
さ
ん
1
33
・
７
４

９
３

■
社
交
ダ
ン
ス
教
室
生
徒
募
集

コ
ー
ス
＝
①
３
月
４
日
〜
６
月
24
日

の
毎
週
月
曜
日
②
３
月
７
日
〜
６
月

27
日
の
毎
週
木
曜
日
　
時
間
＝
初
級

…
午
後
７
時
か
ら
、
中
級
…
午
後
８

時
か
ら
　
会
場
＝
厚
生
会
館
　
定
員

＝
各
40
人
　
参
加
料
＝
初
級
４
、５
０

０
円
、
中
級
５
、５
０
０
円
　
□申
長
岡

市
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
協
会
・
太
刀
川

さ
ん
1
33
・
７
５
３
９
（
午
前
中
）

■
市
民
イ
ン
ド
ア
テ
ニ
ス
教
室（
硬
式
）

日
時
＝
３
月
１
日
f
・
５
日
c
・
８

日
f
・
12
日
c
・
19
日
c
午
後
７
時

30
分
〜
９
時
30
分
　
会
場
＝
市
民
体

育
館
　
定
員
＝
45
人
　
参
加
料
＝
４
、

０
０
０
円
（
初
回
に
）

□申
２
月
16

日
g
必
着
で
往
復
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
経
験
年
数
を
記

入
し
、
〒
９
４
０
―

０
０
９
７
山
田

１
の
４
の
14
棚
橋
義
孝
さ
ん
へ
（
多

数
の
場
合
抽
選
）

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

介
護
保
険
課
1
39
・
2
2
4
5

●
足
腰
健
康
相
談
室

リ
ハ
ビ
リ
の
仕
方
や
足
腰
の

筋
力
を
つ
け
る
た
め
の
運
動
、

中
高
年
の
心
の
悩
み
・
介
護
の

悩
み
な
ど
に
つ
い
て
個
別
に
相

談
に
応
じ
ま
す
。

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
　
場
所
＝
高
齢
者
セ
ン
タ

ー
み
や
う
ち
　
申
し
込
み
＝
介

護
保
険
課
1
39
・
２
２
４
５

健
康
課
1
32
・
5
0
0
0

●1
４
か
月
児
・
10
か
月
児

健
康
診
査
（
無
料
）

３
月
の
対
象
＝
４
か
月
児
…
平

成
13
年
11
月
生
ま
れ
、
10
か
月

児
…
平
成
13
年
５
月
生
ま
れ

日
時
＝
母
子
保
健
ガ
イ
ド
ブ
ッ

宗
教
活
動
に
関
す
る
展
示
は
お

断
り
し
ま
す
　
利
用
料
＝
無
料

利
用
期
間
＝
水
曜
日
か
ら
翌
週

月
曜
日
ま
で
の
６
日
間
　
申
し

込
み
＝
２
月
25
日
b
必
着
で
、

は
が
き
に
①
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
利

用
期
間
（
水
曜
日
〜
翌
週
月
曜

日
ま
で
の
６
日
間
を
一
単
位
と

し
て
、
必
ず
第
１
〜
第
３
希
望

ま
で
）
②
団
体
名
、
代
表
者
名

③
申
込
者
の
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
④
展
示
の
内
容
を
記
入

し
、
〒
９
４
０
―

０
０
６
２
大

手
通
２
の
２
の
６
な
が
お
か
市

民
セ
ン
タ
ー
事
務
室
へ
　
問
い

合
わ
せ
＝
市
民
セ
ン
タ
ー
事
務

室
1
39
・
２
７
６
３

●
姉
妹
都
市
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス

テ
キ
サ
ス
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
大

学
（
Ｔ
Ｃ
Ｕ
）
奨
学
生
募
集

平
成
14
年
８
月
か
ら
１
年
間

の
授
業
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

対
象
＝
市
内
高
校
卒
業
者
（
今

春
卒
業
予
定
者
も
可
）
で
、
①

高
校
お
よ
び
大
学
の
成
績
が
平

均
以
上
②
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
試
験
が

５
５
０
点
以
上
③
大
学
の
寮
費

な
ど
の
年
間
滞
在
費
を
負
担
で

き
る
人
の
す
べ
て
の
条
件
を
満

た
す
人
　
募
集
人
数
＝
１
人

申
し
込
み
＝
２
月
25
日
b
ま
で

Ｔ
Ｃ
Ｕ
で
は
、
一
般
の
留
学

生
や
英
語
集
中
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

参
加
生
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
国
際
文
化
課
1

39
・
２
２
０
７
、
Ｔ
Ｃ
Ｕ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.tcu.

edu

ク
を
参
照
し
て
市
内
の
小
児
科

医
・
病
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い

持
ち
物
＝
受
診
票
（
母
子
保
健

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
い
ま

す
）、
母
子
健
康
手
帳
、
保
険

証
、
赤
ち
ゃ
ん
の
尿
（
10
か
月

児
の
み
）

●2
市
民
献
血
（
全
血
献
血
）

時
間
・
会
場
が
変
更
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
健

康
課
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●3
あ
な
た
の
健
康
相
談
室

か
ら
だ
や
心
の
心
配
ご
と
、

栄
養
や
健
康
に
関
す
る
こ
と
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

前
日
ま
で
に
電
話
予
約
の
う

え
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
時
間

＝
午
後
１
時
15
分
〜
３
時

●4
糖
尿
病
食
事
グ
ル
ー
プ
相
談

糖
尿
病
と
上
手
に
付
き
合
う

食
事
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま

す
。

日
時
＝
２
月
20
日
d
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
（
受
付
は
午

後
１
時
〜
１
時
30
分
）

会
場

＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
内
容
＝
栄

養
士
・
保
健
婦
に
よ
る
食
事
相

談
と
指
導
　
申
し
込
み
＝
前
日

ま
で

●
平
成
14
年
度

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
募
集

生
活
用
品
の
価
格
を
調
査
し

た
り
、
情
報
提
供
を
し
た
り
す

る
モ
ニ
タ
ー
で
す
。
男
性
・
女

性
を
問
い
ま
せ
ん
。

仕
事
の
内
容
＝
①
価
格
調
査（
月

１
回
）
②
会
議
、
講
座
へ
の
出

席
（
平
日
の
昼
間
開
催
）
③
情

報
提
供
ほ
か
　
応
募
資
格
＝
市

内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人
　
任

期
＝
４
月
〜
来
年
３
月
　
募
集

人
数
＝
18
人
　
謝
礼
＝
年
額
１

２
、０
０
０
円
（
予
定
）

申
し

込
み
＝
２
月
15
日
f
必
着
で
は

が
き
に
住
所
、
氏
名
、
ふ
り
が

な
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電

話
番
号
、
消
費
者
と
し
て
一
番

関
心
の
あ
る
こ
と
を
一
言
書
い

て
、
〒
９
４
０
―

０
０
６
２
大

手
通
２
の
２
の
６
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
へ
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
地
域
間
の
バ
ラ
ン
ス
等
を

考
慮
し
て
選
考
し
ま
す
）

問

い
合
わ
せ
＝
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
1
32
・
０
０
２
２

●
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
利
用
者

募
集
（
４
月
〜
６
月
分
）

対
象
＝
長
岡
地
域
広
域
市
町
村

圏
構
成
の
13
市
町
村
の
住
民
。

た
だ
し
、
営
業
行
為
や
政
治
・

健  

康�

期
日�

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、�

午
後
0
時
30
分
〜
4
時�

ダ
イ
エ
ー�

長 

岡 

店�

会
　
場�

時
　
　
間�

3 / 2�
g

期
日�

保
健
婦�

精
神
保
健
福
祉
相
談
員�

心
の
健
康�

2 /27�
d

栄
養
士�

保
健
婦�

栄
養
や
健
康
に�

関
す
る
こ
と�

3 / 6�
d

歯
科
衛
生
士�

保
健
婦�

お
口
の�

相
談� 内

　
容�

担
　
　
当�

人口と世帯数 住民基本台帳登録数14.１.１（前月比）

191,859人 94,288人 97,571人 65,875世帯
（＋37） （＋36）（＋31）（＋6）

2月の急患診療体制
診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご

利用ください。
（1）休日急患診療所
（西千手２の５の１健康センター内）

産婦人科は在宅当番医制です。お問い合わせは
休日急患診療所へ。
（2）夜間等の当番病院
¡平日

™休日

午前 9 時～11時30分�
午後 1 時～ 5 時30分�
午前 9 時～11時30分�
午後 1 時～ 3 時30分�

診 療 科 目 � 受　付　時　間�
休日急患診療所�
1 3 5・8 2 5 5

内　科（小児科）�
外　科�

歯　科�休日急患歯科診療所�
1 3 3・9 6 4 4

長岡赤十字病院�
長岡中央綜合病院�
立 川 綜 合 病 院�

月曜日・木曜日�
火曜日・金曜日�
水曜日・土曜日�

（1 28・3600）�
（1 35・3700）�
（1 33・3111）�

長岡中央綜合病院�
立 川 綜 合 病 院�
長岡赤十字病院�

  3日a・17日a�
10日a・24日a
11日-　   　　�

（1 35・3700）�
（1 33・3111）�
（1 28・3600）�

期
日�

リ
ハ
ビ
リ
の
方
法
や�

筋
力
を
つ
け
る
た
め�

の
運
動
な
ど�

中
高
年
の
心
身
の
悩�

み
や
介
護
家
族
の
ス�

ト
レ
ス
な
ど�

理
学
療
法
士�

���

臨
床
心
理
士�

リ
ハ
ビ
リ
の
方
法
や�

筋
力
を
つ
け
る
た
め�

の
運
動
な
ど�

寝
た
き
り
や
痴
呆
予�

防
、健
康
管
理
な
ど�

理
学
療
法
士�

���

保
健
婦�

2/14�
e

28�
e

相
談
内
容�

担
　
当�

募
　
集�

職
務
内
容
等
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●１
長
岡
市
公
民
館
運
営
審
議
会

委
員

公
民
館
活
動
の
在
り
方
に
つ

い
て
審
議
・
検
討
し
ま
す
。

募
集
人
数
＝
２
人
（
公
募
以
外

の
委
員
は
８
人
）

応
募
資
格

＝
平
成
14
年
４
月
１
日
現
在
で

市
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
の

人
で
、
長
岡
市
の
公
民
館
活
動

に
関
心
が
あ
り
、
年
４
回
程
度

開
催
の
会
議
（
原
則
平
日
昼
間

開
催
）
に
出
席
で
き
る
人
（
公

務
員
、
長
岡
市
の
審
議
会
・
委

員
会
の
委
員
は
除
く
）

報
酬

＝
会
議
１
回
に
つ
き
９
、１
０
０

円
（
税
込
み
）

申
し
込
み
＝

所
定
の
申
込
書
と
「
長
岡
市
の

公
民
館
の
在
り
方
に
つ
い
て
」

の
レ
ポ
ー
ト
（
８
０
０
字
程
度

・
書
式
不
問
）
を
〒
９
４
０
―

０
０
７
２
柳
原
町
２
の
１
中
央

公
民
館
（
柳
原
分
庁
舎
内
）
へ

郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
申
込
書
は
市
役
所
１
階
市

民
情
報
ラ
ウ
ン
ジ
、
市
民
セ
ン

タ
ー
、
中
央
公
民
館
に
あ
り
ま

す
　
応
募
期
限
＝
２
月
25
日
b

選
考
＝
申
込
書
、
レ
ポ
ー
ト
、

面
接
で
選
考
し
ま
す
。
面
接
日

（
３
月
上
旬
予
定
）
は
後
日
通

知
し
ま
す
　
問
い
合
わ
せ
＝
中

央
公
民
館
1
32
・
０
４
３
７

●３
長
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議

会
委
員

ス
ポ
ー
ツ
振
興
策
等
に
つ
い

て
審
議
・
検
討
し
ま
す
。

募
集
人
数
＝
２
人
（
公
募
以
外

の
委
員
は
８
人
）

応
募
資
格

＝
平
成
14
年
４
月
１
日
現
在
で

市
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
の

人
で
、
長
岡
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
関
心
が
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ

の
経
験
、
知
識
等
を
有
し
、
年

３
回
程
度
開
催
の
会
議
（
原
則

平
日
昼
間
開
催
）
に
出
席
で
き

る
人
（
公
務
員
、
長
岡
市
の
審

議
会
・
委
員
会
の
委
員
は
除
く
）

報
酬
＝
会
議
１
回
に
つ
き
９
、１

０
０
円
（
税
込
み
）

申
し
込

み
＝
所
定
の
申
込
書
と
「
長
岡

市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
在
り
方

に
つ
い
て
」
の
レ
ポ
ー
ト
（
８

０
０
字
程
度
・
書
式
不
問
）
を

〒
９
４
０
―

０
０
７
２
柳
原
町

２
の
１
生
涯
学
習
・
体
育
課

（
柳
原
分
庁
舎
内
）
へ
郵
送
ま

た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
申

込
書
は
市
役
所
１
階
市
民
情
報

ラ
ウ
ン
ジ
、
市
民
セ
ン
タ
ー
、

生
涯
学
習
・
体
育
課
に
あ
り
ま

す
　
応
募
期
限
＝
２
月
25
日
b

選
考
＝
申
込
書
、
レ
ポ
ー
ト
、

面
接
で
選
考
し
ま
す
。
面
接
日

（
３
月
上
旬
予
定
）
は
後
日
通

知
し
ま
す
　
問
い
合
わ
せ
＝
生

涯
学
習
・
体
育
課
1
32
・
５
１

１
０

●４
長
岡
市
青
少
年
問
題
協
議
会

委
員

青
少
年
健
全
育
成
の
課
題
に

つ
い
て
審
議
・
検
討
し
ま
す
。

募
集
人
数
＝
２
人
（
公
募
以
外

の
委
員
は
17
人
）

応
募
資
格

＝
平
成
14
年
４
月
１
日
現
在
で

市
内
に
居
住
す
る
中
学
生
以
下

の
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
で
、

青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
心
が

あ
り
、
年
２
回
程
度
開
催
の
会

議
に
出
席
で
き
る
人
（
公
務
員

は
除
く
）

報
酬
＝
会
議
１
回

に
つ
き
９
、１
０
０
円
（
税
込
み
）

応
募
方
法
＝
氏
名
、
住
所
、
性

別
、
生
年
月
日
、
家
族
構
成
、

職
業
、
電
話
番
号
、
志
望
の
動

機
と
青
少
年
健
全
育
成
に
つ
い

て
の
意
見
（
８
０
０
字
程
度
、

書
式
不
問
）
を
明
記
し
、
封
書
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

応
募
期
限
＝
２
月
25
日
b
（
必

着
）

通
知
＝
３
月
中
旬
ま
で

に
選
考
結
果
を
文
書
で
通
知
し

ま
す
　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
＝
〒
９
４
０
―

０
０
７
２
柳

原
町
２
の
１
青
少
年
育
成
課
1

32
・
０
５
８
１
、
FAX
32
・
０
５

８
７
、
Ｅ
メ
ー
ルseisyone@

city.nagaoka.niigata.jp

審
議
会
等
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
（
任
期
は
す
べ
て
平
成
１４
年
4
月
1
日
〜
１６
年
3
月
３１
日
）

●２
長
岡
市
社
会
教
育
委
員
会

委
員

社
会
教
育
の
在
り
方
に
つ
い

て
審
議
・
検
討
し
ま
す
。

募
集
人
数
＝
１
人
（
公
募
以
外

の
委
員
は
９
人
）

応
募
資
格

＝
平
成
14
年
４
月
１
日
現
在
で

市
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
の

人
で
、
長
岡
市
の
社
会
教
育
に

関
心
が
あ
り
、
年
５
回
程
度
開

催
の
会
議
（
原
則
平
日
昼
間
開

催
）
に
出
席
で
き
る
人
（
公
務

員
、
長
岡
市
の
審
議
会
・
委
員

会
の
委
員
は
除
く
）

報
酬
＝

会
議
１
回
に
つ
き
９
、１
０
０
円

（
税
込
み
）

申
し
込
み
＝
所

定
の
申
込
書
と
「
長
岡
市
の
社

会
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
」

の
レ
ポ
ー
ト
（
８
０
０
字
程
度
、

書
式
不
問
）
を
〒
９
４
０
―

０

０
７
２
柳
原
町
２
の
１
生
涯
学

習
・
体
育
課
（
柳
原
分
庁
舎
内
）

へ
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
申
込
書
は
市
役
所
１
階

市
民
情
報
ラ
ウ
ン
ジ
、
市
民
セ

ン
タ
ー
、
生
涯
学
習
・
体
育
課

に
あ
り
ま
す
　
応
募
期
限
＝
２

月
25
日
b

選
考
＝
申
込
書
、

レ
ポ
ー
ト
、
面
接
で
選
考
し
ま

す
。
面
接
日
（
３
月
上
旬
予
定
）

は
後
日
通
知
し
ま
す
　
問
い
合

わ
せ
＝
生
涯
学
習
・
体
育
課
1

32
・
５
１
１
０

ハート・ナビゲーション

職業生活、恋愛、結婚、人間関係…。こんな悩みを持つ人に専
門の産業カウンセラーが相談に応じます。
対象＝県内に在住・在勤の勤労青少年　利用方法＝事前に勤労青
少年ホームに予約し、相談日時を決定　相談日＝毎週水曜日（第
５水曜日は除く） 相談時間＝午後６時～９時（１人１時間程度）
申し込み　勤労青少年ホーム1３２・４４２９、FAX ３７・５６６１



●１
図
書
館
司
書
（
非
常
勤
嘱
託

職
員
）

職
種
と
人
数
＝
司
書
３
人
程
度

（
社
会
保
険
等
に
加
入
）

雇

用
期
間
＝
４
月
〜
来
年
３
月（
原

則
と
し
て
１
年
）

応
募
資
格

＝
昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
57
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
で
、

司
書
資
格
を
有
し
、
ま
た
は
平

成
14
年
３
月
末
日
ま
で
に
取
得

す
る
見
込
み
で
、
市
立
図
書
館

に
通
勤
可
能
な
人
　
報
酬
＝
月

額
14
万
円
　
勤
務
時
間
＝
土
・

日
・
祝
日
を
含
む
交
替
制
勤
務

（
１
日
８
時
間
勤
務
、
月
16
日

程
度
、
早
番
・
遅
番
あ
り
）

試
験
日
＝
２
月
20
日
d

申
し

込
み
＝
２
月
１
日
f
〜
14
日
e

に
教
育
総
務
課
（
市
役
所
５
階
）

と
各
図
書
館
に
あ
る
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
教
育
総

務
課
へ
　
問
い
合
わ
せ
＝
教
育

総
務
課
1
39
・
２
２
３
８

公
社
1
32
・
６
２
２
０

●３
&
長
岡
市
体
育
協
会

臨
時
職
員

職
種
＝
①
管
理
職
員
②
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導

員
（
①
②
と
も
社
会
保
険
等
に

加
入
）

募
集
人
数
＝
①
②
と

も
若
干
名
　
雇
用
期
間
＝
①
４

月
〜
来
年
３
月
（
一
部
は
11
月

中
旬
ま
で
）
②
４
月
〜
来
年
３

月
（
①
②
と
も
事
業
の
実
施
状

況
や
勤
務
の
実
績
に
よ
り
更
新

あ
り
）

職
務
内
容
＝
①
施
設

の
維
持
管
理
、
受
付
、
使
用
料

徴
収
事
務
等
②
施
設
管
理
、
ス

ポ
ー
ツ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
、

各
種
事
業
計
画
の
策
定
等
　
応

募
資
格
＝
①
昭
和
14
年
４
月
２

日
〜
22
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
、

普
通
自
動
車
運
転
免
許
（
Ａ
Ｔ

車
限
定
不
可
）
を
有
す
る
人
②

昭
和
42
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
、
大
学
（
大
学
院
を
除
く
）

ま
た
は
短
期
大
学
に
お
い
て「
体

育
」
に
関
す
る
専
門
課
程
を
履

修
し
た
人
、
も
し
く
は
在
学
中

運
動
部
に
所
属
し
て
い
た
人
お

よ
び
社
会
体
育
の
専
修
学
校
専

門
課
程
（
人
事
院
が
国
家
公
務

員
採
用
Ⅱ
種
試
験
の
受
験
資
格

と
し
て
認
め
た
も
の
）
を
卒
業

も
し
く
は
卒
業
見
込
み
の
人

賃
金
＝
①
日
額
６
、２
７
０
円
②

日
額
７
、８
７
０
円
　
勤
務
時
間

＝
①
②
と
も
土
・
日
・
祝
日
を

含
む
交
替
制
勤
務
　
試
験
日
＝

２
月
21
日
e

申
し
込
み
＝
２

月
５
日
c
〜
14
日
e
に
各
体
育

館
に
あ
る
申
込
書
と
履
歴
書（
②

は
健
康
診
断
書
も
）
を
7
長
岡

市
体
育
協
会
事
務
局
（
市
民
体

育
館
内
）
へ
　
問
い
合
わ
せ
＝

7
長
岡
市
体
育
協
会
事
務
局
1

34
・
２
７
０
０
へ

臨
時
職
員
等
を
募
集
し
ま
す
（
平
成
１４
年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

●２
&
長
岡
市
企
業
公
社

臨
時
職
員

職
種
と
人
数
＝
施
設
職
員
若
干

名
（
社
会
保
険
等
に
加
入
）

募
集
施
設
＝
長
岡
駅
前
大
手
通

り
地
下
駐
車
場
、
エ
コ
ト
ピ
ア

寿
　
雇
用
期
間
＝
４
月
〜
来
年

３
月
　
職
務
内
容
＝
施
設
利
用

者
の
応
接
、
施
設
維
持
管
理

応
募
資
格
＝
昭
和
14
年
４
月
２

日
〜
22
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ

た
人
　
賃
金
＝
日
額
６
、６
５
０

円
　
勤
務
時
間
＝
土
・
日
・
祝

日
を
含
む
交
替
制
勤
務
　
試
験

日
＝
２
月
21
日
e

申
し
込
み

＝
２
月
４
日
b
〜
13
日
d
に
7

長
岡
市
企
業
公
社
（
市
役
所
幸

町
分
室
内
）
と
長
岡
公
共
職
業

安
定
所
、
高
年
齢
者
職
業
相
談

室
（
市
民
セ
ン
タ
ー
内
）
に
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
本
人
が
企
業
公
社
へ
持
参

問
い
合
わ
せ
＝
7
長
岡
市
企
業
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■
子
ど
も
相
談
会
・
講
演
会（
無
料
）

日
時
＝
３
月
７
日
e
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
30
分
　
会
場
＝
市
民
体
育
館

□問
悠
久
荘
臨
床
心
理
室
1
24
・
３
９

３
０

①
個
別
相
談

子
ど
も
の
心
の
問
題
や
発
達
の
遅

れ
、
不
登
校
な
ど
の
相
談
に
精
神
科

医
、
臨
床
心
理
士
が
応
じ
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

②
①
と
合
わ
せ
て
利
用
す
る
訪

問
介
護
（
家
事
援
助
は
対
象
外
）、

訪
問
入
浴
、
通
所
介
護
、
短
期

入
所
生
活
介
護
の
サ
ー
ビ
ス

③
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老

人
保
健
施
設
、
療
養
型
病
床
群

へ
の
入
所
、
入
院

な
お
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
が
発
行
す
る
利
用
料
の
領
収

書
に
は
、
医
療
費
控
除
の
対
象

と
な
る
金
額
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
税
課
1
39

・
２
２
１
２

都
市
政
策
課
（
市
役
所
３
階
）

1
39
・
２
２
２
５

●
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
料
は
医
療
費
控
除
の

対
象
に
な
り
ま
す

平
成
13
年
中
に
支
払
っ
た
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
う

ち
、
次
の
利
用
料
は
所
得
税
や

市
・
県
民
税
の
医
療
費
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

①
訪
問
看
護
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
、
居
宅
療
養
管
理

指
導
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
、
短
期
入
所
療
養
介
護

●
都
市
計
画
変
更
案
の

図
書
の
縦
覧
に
つ
い
て

滝
谷
地
区
と
亀
貝
地
区
の
市

街
化
調
整
区
域
地
区
計
画
の
策

定
に
関
す
る
都
市
計
画
変
更
に

あ
た
り
、
そ
の
内
容
を
記
し
た

変
更
案
の
関
係
図
書
を
縦
覧
し

ま
す
。

こ
の
変
更
案
に
つ
い
て
意
見

の
あ
る
人
は
、
縦
覧
期
間
中
に

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

縦
覧
期
間
＝
３
月
１
日
f
〜
15

日
f

場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝

の
場
合
は
、
所
有
者
の
認
印
ま

た
は
委
任
状
と
代
理
人
の
認
印
）

問
い
合
わ
せ
＝
資
産
税
課
1
39

・
２
２
１
３

●
特
別
土
地
保
有
税
の

申
告
納
付
期
限
は

2
月
28
日
（　）
で
す

申
告
対
象
＝
平
成
13
年
１
月
１

日
〜
12
月
31
日
の
間
に
、
５
、０

０
０
㎡
以
上
の
土
地
を
取
得
し

た
人
（
法
人
も
含
む
。
た
だ
し
、

相
続
、
商
号
変
更
等
で
取
得
し

た
場
合
は
除
く
）

問
い
合
わ

せ
＝
資
産
税
課
1
39
・
２
２
１
３

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�
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●
園
芸
相
談
…
…
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
内
の
園
芸
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
て

り
ま
す
。
欧
米
で
は
、
甘
い
香

り
と
純
白
で
清
楚
な
花
姿
か
ら
、

「
谷
間
の
百
合
」
と
も
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

日
本
種
は
小
輪
で
花
数
も
少

な
い
の
で
、
園
芸
で
は
主
に
大

柄
、
大
輪
で
し
か
も
芳
香
の
強

い
ド
イ
ツ
ス
ズ
ラ
ン
が
栽
培
さ

れ
ま
す
。
変
種
と
し
て
は
、
花

が
桃
色
が
か
っ
た
小
輪
の
桃
色

ス
ズ
ラ
ン
や
葉
に
斑
の
あ
る
斑

入
葉
種
の
ほ
か
、
八
重
咲
き
種

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

露
地
で
は
５
〜
６
月
に
開
花

し
ま
す
が
、
促
成
や
抑
制
に
よ

っ
て
一
年
中
花
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
園
芸
店
で
２
〜
３

月
に
鉢
植
え
や
ポ
ッ
ト
植
え
が

見
ら
れ
る
の
も
促
成
栽
培
に
よ

る
も
の
で
す
。

育
て
方
の
ポ
イ
ン
ト

（
庭
植
え
）
時
期
は
11
月
か
雪

消
え
の
こ
ろ
。
春
は
日
当
た
り

が
よ
く
、
夏
に
は
木
陰
に
な
る

よ
う
な
落
葉
樹
の
下
な
ど
に
植

え
ま
す
。
堆
肥
な
ど
の
有
機
質

を
よ
く
混
ぜ
、
花
芽
の
つ
い
た

地
下
茎
を
15
㎝
間
隔
で
、
芽
が

少
し
隠
れ
る
よ
う
に
し
て
植
え

ま
す
。
大
株
に
す
る
に
は
、
数

年
間
、
植
え
っ
ぱ
な
し
に
し
て

地
下
茎
を
よ
く
伸
ば
し
ま
す
。

（
鉢
植
え
）
ス
ズ
ラ
ン
は
、
や

せ
た
芽
に
は
葉
だ
け
が
出
て
花

は
咲
き
ま
せ
ん
。
丸
く
ふ
く
ら

ん
だ
芽
に
花
が
咲
き
ま
す
。

大
き
め
の
中
平
鉢
に
花
芽
を

た
く
さ
ん
植
え
る
と
、
花
が
咲

い
た
と
き
に
自
然
の
姿
が
再
現

で
き
、
美
し
さ
が
い
っ
そ
う
増

し
ま
す
。
一
芽
に
対
し
て
地
下

茎
を
10
㎝
ほ
ど
つ
け
て
植
え
ま

し
ょ
う
。

（
用
土
）
赤
玉
土
と
腐
葉
土
を

２
対
１
か
３
対
１
の
割
合
に
混

ぜ
た
も
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

（
肥
料
）
例
え
ば
、
元
肥
と
し

て
土
１
r
に
マ
グ
ア
ン
プ
Ｋ
を

５
ｇ
ほ
ど
混
入
し
ま
す
。
花
後

か
ら
秋
ま
で
に
地
下
茎
が
育
ち
、

そ
の
先
端
に
新
芽
が
形
成
さ
れ

る
の
で
、
花
後
か
ら
夏
ま
で
の

追
肥
と
し
て
ハ
イ
ポ
ネ
ッ
ク
ス

の
千
倍
液
を
月
に
２
、
３
回
与

え
ま
し
ょ
う
。

（
葉
は
大
切
）
葉
を
切
り
取
る

と
翌
年
の
花
の
咲
き
が
悪
く
な

り
ま
す
。
夏
は
乾
燥
で
株
を
弱

ら
せ
た
り
、
葉
を
枯
ら
し
た
り

し
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
す
。

（
有
毒
植
物
）
ス
ズ
ラ
ン
は
有

毒
植
物
の
一
種
で
す
が
、
一
方

で
古
く
か
ら
香
水
や
薬
草
と
し

て
も
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

花
後
に
花
梗
（
茎
）
を
取
ら

な
い
と
秋
に
実
が
赤
く
熟
し
ま

す
が
、
そ
の
実
も
有
毒
で
す
し
、

株
が
弱
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

（
冬
楽
し
む
）
10
月
下
旬
こ
ろ

に
掘
り
上
げ
、
花
芽
に
地
下
茎

を
10
㎝
ほ
ど
つ
け
て
水
苔
で
包

み
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
２

カ
月
ほ
ど
冷
蔵
庫
に
入
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
鉢
植
え
に
し
た
り
、

水
盤
に
水
苔
を
厚
さ
５
㎝
ほ
ど

に
敷
い
て
、
そ
こ
に
植
え
つ
け

て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
暖
か
い

窓
辺
な
ど
に
置
く
と
、
40
日
ほ

ど
で
花
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

ス
ズ
ラ
ン
（
鈴
蘭
）
の
名
は
、

葉
陰
に
垂
れ
下
が
っ
て
咲
く
釣

り
鐘
形
の
小
花
の
姿
が
鈴
の
よ

う
に
見
え
、
葉
が
ラ
ン
（
蘭
）

の
葉
に
似
て
い
る
こ
と
に
由
来

し
ま
す
。
た
だ
し
、
ラ
ン
科
で

は
な
く
、
耐
寒
性
の
強
い
ユ
リ

科
の
植
物
で
す
。

日
本
で
は
、
本
州
の
山
地
や

北
海
道
に
自
生
し
て
い
ま
す
。

ひ
そ
や
か
に
咲
く
姿
か
ら
「
君

影
草
」
と
も
呼
ば
れ
、
ロ
マ
ン

チ
ッ
ク
な
花
と
し
て
人
気
が
あ

可
憐
で
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
花
　
ス
ズ
ラ
ン

暦
の
上
で
は
ま
も
な
く
春
を
迎
え
ま
す
が
、
実
際
に
は
最
も

寒
さ
の
厳
し
い
時
期
で
す
。
こ
の
２
月
こ
ろ
か
ら
、
園
芸
店
で

は
早
く
も
ス
ズ
ラ
ン
の
鉢
植
え
を
見
か

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

今
月
は
、
清
楚
で
香
り
の
よ
い
花
、

ス
ズ
ラ
ン
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

176

株分けのしかた 受
付
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

②
講
演
会

「
思
春
期
を
の
り
こ
え
る
た
め
に
」

時
間
＝
午
後
３
時
〜
４
時
30
分
　
講

師
＝
児
童
精
神
科
医
・
藤
田
基
さ
ん
、

臨
床
心
理
士
・
藤
田
悠
紀
子
さ
ん

■
税
理
士
の
無
料
税
務
相
談

税
理
士
が
直
接
面
談
し
て
税
金
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時
＝
毎
月
第
１
、
３
水
曜
日
午
前

９
時
30
分
〜
正
午
　
会
場
・
問
い
合

わ
せ
＝
関
東
信
越
税
理
士
会
長
岡
支

部
事
務
局
1
33
・
８
０
８
０

そ

き
み

ふ

か
　
こ
う

か
げ
そ
う

●
高
額
療
養
費
を

ご
存
じ
で
す
か
？

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
で
、
病
院
等
に
支
払
っ

た
一
カ
月
分
の
医
療
費
（
入
院

中
の
食
事
代
や
保
険
の
き
か
な

い
差
額
ベ
ッ
ト
代
は
除
く
）
が

次
の
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、

申
請
に
よ
り
超
え
た
額
が
高
額

療
養
費
と
し
て
払
い
戻
さ
れ
ま

す
（
老
人
保
健
制
度
対
象
者
は

除
く
）。

限
度
額
＝
６
３
、６
０
０
円
（
医

療
費
総
額
が
３
１
８
、０
０
０
円

を
超
え
た
場
合
は
超
え
た
額
の

１
％
を
加
算
）

た
だ
し
、
市
民
税
非
課
税
世

帯
や
加
入
者
の
所
得
合
計
が
年

額
６
７
０
万
円
を
超
え
る
世
帯

の
ほ
か
、
過
去
一
年
間
に
３
回

支
給
を
受
け
た
場
合
は
限
度
額

が
異
な
り
ま
す
。

な
お
、
病
院
で
受
領
委
任
払

い
の
手
続
き
を
し
た
人
は
、
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
＝
国
保
医
療
課
1

39
・
２
２
２
０

●
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
給

す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
退

職
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て

く
だ
さ
い

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
て
、
次
の
条
件
に
あ
て
は
ま

る
人
と
そ
の
被
扶
養
者
に
退
職

者
医
療
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す

（
老
人
保
健
制
度
対
象
者
は
除

く
）。

条
件
＝
厚
生
年
金
、
共
済
組
合
、

船
員
保
険
か
ら
老
齢
（
退
職
）

年
金
を
受
け
て
い
て
、
そ
の
加

入
期
間
が
20
年
以
上
の
人
、
ま

た
は
40
歳
以
後
の
加
入
期
間
が

10
年
以
上
の
人
　
退
職
者
医
療

制
度
に
よ
る
医
療
費
の
一
部
負

担
＝
入
院
…
２
割
、
食
事
（
１

日
）
…
７
８
０
円
（
た
だ
し
、

市
民
税
非
課
税
世
帯
は
６
５
０

円
、
長
期
入
院
は
５
０
０
円
）、

外
来
…
本
人
２
割
、
被
扶
養
者

３
割
（
こ
の
ほ
か
に
外
来
で
薬

を
も
ら
っ
た
と
き
は
薬
剤
一
部

負
担
金
が
必
要
）

手
続
き
＝

年
金
加
入
期
間
を
証
明
す
る
年

金
証
書
ま
た
は
裁
定
通
知
書
を

持
っ
て
市
民
課
ま
た
は
市
民
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
市
民
セ
ン

タ
ー
内
）
へ
　
問
い
合
わ
せ
＝

国
保
医
療
課
1
39
・
２
２
２
０

●
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

は
3
月
1
日
（　）
〜
20
日
（　）

平
成
14
年
度
は
固
定
資
産
税

の
評
価
替
え
の
年
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
土
地
の
評
価
額
を
修

正
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
ご
自
分
の
資

産
内
容
を
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

場
所
＝
資
産
税
課
（
市
役
所
２

階
、
土
・
日
曜
日
は
休
み
）

用
意
す
る
も
の
＝
認
印
（
代
理

手
続
き
・�

制
　
度�

金

水

木

地下茎を10cm程度つけて
切って分ける

花
芽

葉
芽



長 岡 市 役 所   〒940－8501  幸町2の1の1   135・1122

INFORMATION
特に記載のないものは、電話、FAX、
Eメールで申し込んでください。先着
順で受け付けます。�

23 22

職
種
と
人
数
＝
機
能
訓
練
士
１
人
、

作
業
療
法
士
１
人
、
看
護
婦
（
士
）

２
人
、
社
会
福
祉
士
１
人
、
社
会
福

祉
主
事
２
人
、
介
護
福
祉
士
３
人

試
験
日
＝
３
月
19
日
c

□問
高
齢
者

総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
こ
ぶ
し
園
1
46

・
６
６
１
０

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
岡
南
の
郷

職
員
募
集

職
種
と
人
数
＝
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

１
人
　
応
募
資
格
＝
29
歳
〜
45
歳
程

度
で
、
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を

有
す
る
人
　
勤
務
時
間
＝
平
日
の
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分
（
土

・
日
・
祝
日
は
休
み
）

□問
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
岡
南
の
郷
1
23
・
７

５
１
１

■
長
岡
地
区
合
同
就
職
面
接
会

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
２
月
14
日
e
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
　
会
場
＝
ハ
イ
ブ
長
岡
　
対

象
＝
平
成
14
年
３
月
新
規
学
卒
予
定

者
と
一
般
求
職
者
　
内
容
＝
参
加
企

業
と
の
個
別
面
接
　
□問
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
長
岡
1
32
・
１
１
８
１

■
長
岡
造
形
大
学

臨
時
職
員
募
集

採
用
予
定
日
＝
平
成
14
年
４
月
１
日

職
種
と
人
数
＝
①
術
職
職
員
１
人
②

一
般
事
務
職
員
若
干
人
③
学
校
保
健

業
務
職
員
１
人
④
図
書
館
事
務
職
員

１
人
　
職
務
内
容
＝
①
金
属
・
木
工

機
械
等
操
作
指
導
お
よ
び
工
房
管
理

②
一
般
事
務
補
助
③
学
校
保
健
業
務

お
よ
び
一
般
事
務
補
助
④
図
書
館
事

務
補
助
（
夜
間
）

応
募
資
格
＝
③

は
保
健
婦
（
士
）
、
看
護
婦
（
士
）

ま
た
は
養
護
教
諭
の
免
許
を
有
す
る

人
　
□申
２
月
４
日
b
〜
３
月
４
日
b

□問
長
岡
造
形
大
学
総
務
課
1
21
・
３

３
１
１

■
森
林
組
合
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

あ
な
た
の
山
林
を
守
れ
る
の
は
、

地
元
の
森
林
組
合
で
す
。
山
を
お
持

ち
で
森
林
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い

人
は
ぜ
ひ
、
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
長
岡
地
域
森
林
組
合

1
21
・
４
５
２
５

■
暮
ら
し
の
相
談
セ
ン
タ
ー

移
動
相
談
室
（
相
談
無
料
）

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

日
時
＝
２
月
27
日
d
午
後
１
時
〜
５

時
　
相
談
内
容（
相
談
員
）＝
税
務（
税

理
士
）
、
貯
蓄
（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

会
場
＝
長
岡
郵

便
局
　
□申
長
岡
郵
便
局
1
32
・
４
２

６
８

■
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
上
除
・
関
原

職
員
募
集

採
用
予
定
日
＝
平
成
14
年
４
月
１
日

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
介
護
保
険
課
1

39
・
２
２
４
５

●
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

施
術
費
助
成
券
を
交
付
し
ま
す

対
象
者
＝
満
75
歳
以
上
の
人

助
成
金
額
＝
施
術
１
回
に
つ
き

１
、０
０
０
円
、
年
６
回
ま
で（
助

成
券
の
交
付
は
年
１
回
）

申

請
に
必
要
な
も
の
＝
対
象
者
の

年
齢
が
わ
か
る
介
護
保
険
証
等

交
付
場
所
＝
介
護
保
険
課
、
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
各
地
区
福

祉
セ
ン
タ
ー

な
お
、
13
年
度
交
付
分
は
、

３
月
末
日
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
介
護
保
険
課
1

39
・
２
２
４
５

●
防
火
管
理
講
習
会
（
甲
種
）

期
日
＝
３
月
11
日
b
・
12
日
c

（
２
日
間
）

定
員
＝
90
人

会
場
＝
市
立
劇
場
　
テ
キ
ス
ト

代
＝
２
、７
０
０
円
　
申
し
込
み

＝
２
月
18
日
b
〜
３
月
１
日
f

に
顔
写
真
（
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
、

６
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
）

１
枚
を
添
え
て
消
防
本
部
、
消

防
署
各
出
張
所
・
分
遣
所
へ

問
い
合
わ
せ
＝
消
防
本
部
予
防

課
1
35
・
２
１
９
０

●
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　

in
長
岡
2
0
0
1
の

成
果
報
告
書
が
完
成

中
心
市
街
地
の
活
性
化
や
ま

ち
な
か
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

環
境
問
題
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
市
民
、
企
業
、
行
政
の

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
、
平
成
12
年
４
月

か
ら
行
っ
て
き
た
活
動
の
報
告

書
が
完
成
し
ま
し
た
。

報
告
書
は
市
役
所
１
階
市
民

情
報
ラ
ウ
ン
ジ
、
３
階
都
市
整

備
課
、
市
民
セ
ン
タ
ー
、
各
図

書
館
、
中
央
公
民
館
、
各
地
区

公
民
館
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
ま
ち
づ
く
り
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
長
岡
２
０
０
１

実
行
委
員
会
事
務
局
（
都
市
整

備
課
内
）
1
39
・
２
２
２
６

●
緊
急
受
注
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
展
開
し
ま
す

長
岡
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る

機
械
・
鉄
工
・
鋳
物
産
業
の
販

路
開
拓
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

の
拡
大
を
め
ざ
し
、
業
界
組
合
、

長
岡
商
工
会
議
所
、
長
岡
市
が

一
体
と
な
っ
て
緊
急
受
注
促
進

事
業
を
展
開
し
ま
す
。

県
内
外
で
受
注
活
動
を
し
た

い
と
お
考
え
の
企
業
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

期
間
＝
３
月
末
ま
で
　
問
い
合

わ
せ
＝
長
岡
中
小
企
業
受
注
促

進
事
業
推
進
委
員
会
事
務
局

（
工
業
振
興
課
1
39
・
２
２
２

２
、
長
岡
商
工
会
議
所
産
業
振

興
課
1
32
・
４
５
０
０
）
へ

●
平
成
14
年
4
月
か
ら

国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
先
が
変
わ
り
ま
す

現
在
、
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
先
は
長
岡
市
で
す
が
、
平

成
14
年
４
月
か
ら
は
、
国
（
社

会
保
険
庁
）
に
直
接
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
納
付
書
は
社

会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
、
全

国
の
金
融
機
関
・
郵
便
局
で
納

め
ま
す
。

現
在
、
国
民
年
金
保
険
料
を

口
座
振
替
で
納
付
し
て
い
る
人

は
、
引
き
続
き
利
用
で
き
ま
す
。

な
お
、
平
成
13
年
度
分
の
保

険
料
に
つ
い
て
は
、
平
成
14
年

４
月
30
日
ま
で
は
長
岡
市
が
発

行
し
た
納
付
書
で
納
め
ら
れ
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
1
39
・

２
２
５
０

●
水
稲
作
付
農
業
者
の

み
な
さ
ん
へ

米
の
生
産
調
整
方
法
と
し
て
、

①
直
播
栽
培
（
特
別
調
整
水
稲

Ⅰ
型
、
実
施
面
積
の
15
％
を
生

産
調
整
面
積
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
）

②
化
学
合
成
資
材
を
使
用
し
な

い
栽
培
方
法
（
特
別
調
整
水
稲

Ⅱ
型
、
実
施
面
積
の
20
％
を
生

産
調
整
面
積
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
）

を
行
お
う
と
す
る
人
は
、
２
月

28
日
e
ま
で
に
農
協
の
各
支
店

へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
＝
農
林
振
興
課
1

39
・
２
２
２
３

●
特
別
栽
培
農
産
物
生
産
者
の

み
な
さ
ん
へ

平
成
14
年
度
中
に
特
別
栽
培

農
産
物
（
化
学
合
成
資
材
を
使

用
し
な
い
か
、
ま
た
は
使
用
を

慣
行
の
５
割
以
下
で
生
産
さ
れ

た
農
産
物
）
を
生
産
し
て
、
長

岡
市
産
特
別
栽
培
農
産
物
の
認

証
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、

２
月
15
日
f
ま
で
に
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先
＝
農
林
政
策
課
1
39
・

２
２
２
４

●
交
通
災
害
共
済
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
！

交
通
災
害
共
済
は
、
県
内
１

１
１
市
町
村
で
運
営
す
る
助
け

合
い
の
制
度
で
す
。

会
費
は
年
間
５
０
０
円
。
い

ざ
と
い
う
と
き
に
は
、
３
万
円

か
ら
最
高
で
１
２
０
万
円
ま
で

の
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

「
自
転
車
に
乗
っ
て
い
て
転

ん
で
け
が
を
し
た
」
と
い
う
事

故
で
も
７
回
以
上
の
通
院
が
あ

れ
ば
見
舞
金
を
請
求
で
き
ま
す
。

３
月
に
町
内
会
を
通
じ
て
、

加
入
の
申
し
込
み
を
取
り
ま
と

め
ま
す
。
ま
た
、
２
月
か
ら
直

接
、
金
融
機
関
で
申
し
込
む
こ

と
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
防
災
課
1
39
・

２
２
０
６

●
介
護
保
険
料
の
不
審
な

取
り
た
て
に
ご
注
意
を

最
近
、
介
護
保
険
料
の
徴
収

と
偽
っ
て
現
金
を
だ
ま
し
と
る

悪
質
な
手
口
の
被
害
に
あ
っ
た

と
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

市
の
介
護
保
険
課
の
職
員
が

保
険
料
の
徴
収
に
お
伺
い
す
る

場
合
は
、
「
身
分
証
明
書
」
を

提
示
し
ま
す
。
ま
た
、
現
金
を

受
け
取
っ
た
際
に
「
領
収
証
書
」

を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

心
当
た
り
の
な
い
不
審
な
取

り
た
て
に
は
、
身
分
証
明
書
の

提
示
を
求
め
、
相
手
の
身
元
確

認
を
し
て
く
だ
さ
い
。
高
齢
者

を
狙
う
こ
う
し
た
犯
罪
に
は
十

く
ら
し�

●常設排雪場所が昨年度と
変更されています。
お間違えのないように！
常設排雪場所を柿川栄橋右岸下流（柳原分庁舎前）

から長生橋西詰下流（信濃川河川公園内）に変更し
ました（利用時間は午前８時～午後４時）。
常設箇所はこの他に、柿川常盤橋右岸下流（平和
の森公園前）があります（利用時間は午前８時～午
後６時）。
●除雪の妨げになる路上駐車は絶対にしないで！
道路に車が駐車してあると除雪作業が遅れたり、
そこから先の除雪ができなくなったりします。
●消雪用のビニールホースは道路に出したままに
しないでください
除雪作業で切断する恐れがあります。道路放置物
は、やむを得ず除雪車で破損した場合でも補償でき
ませんのでご注意ください。

問い合わせ　除雪本部1２３・２０４５

除雪本部からのお願い

〔ごみを出す時間を守ってください〕
「びん・缶・ペットボトル」「新聞、雑誌・チラ
シ、段ボール」「燃やさないごみ」「粗大ごみ」をご
みステーションに出していただく時間は全市、午前
８時30分までです。
「燃やすごみ」は、午前８時30分までの地域と午

後１時までの地域があります。
また、「びん・缶・ペットボトル」と「新聞、雑
誌・チラシ、段ボール」は収集日が同じでも、リサ
イクル方法が違うため別々の車両で収集しています。
収集が終わった後に出さないようご注意ください。

〔引っ越しで大量にごみが出たら？〕
引っ越しなどで一度に大量のごみが出るときは、
分別して次の事業所に直接、持ち込んでください。
「燃やすごみ」…寿事業所1２４・３３００または

鳥越事業所1４７・１１００へ
「燃やさないごみ」「粗大ごみ」…鳥越事業所へ
なお、「びん・缶・ペットボトル」は、直接持ち
込みできません。

問い合わせ　環境業務課1２４・２８３７

ご みの出 し 方にみなさんのご協力を！

シリーズ� 防　災�防　災�防　災�１０�
自分たちの地域は自分たちで守ろう

地震発生直後の初期消火や応急手当、避難誘導などは、隣近所の
人々が協力し合うことで、一人で行うよりも何倍もの力を発揮しま
す。地域社会でこうした活動の中心となるのが「自主防災会」です。
市は、平成８年から自主防災会の結成を呼びかけ、現在1 6 5団体
（約２７,０００世帯が参加）が市内で活動しています。
今月は、川崎６丁目自主防災会会長の高野與一郎さんに自主防災

会の活動についてお話を伺いました。

「和の心」で活動したい

川崎６丁目の自主防災会は、平成10年に結成さ
れ、現在42 0世帯が加入しています。主な活動は、
月に一度の設備点検と消火訓練や稲葉川の清掃作
業などです。ほかに救命講習会などを開催し、常
に地域の人の防災に対する意識を高めるように努
めています。
うれしかったことは、全然知らなかった人同士

が、訓練に参加することで顔見知りになり、それ
がきっかけで地域での新しい付き合いが始まって
きたことです。こうしたことこそ、地域防災の第一歩に繋がるので
はないかと思います。
これからも、町内会や子ども会、学校の協力を得て「和の心」で

助け合いながら地域の安全のために活動していきたいと思います。

◇　　　　　　◇

みなさんも、自分たちの地域を自分たちの手で守るために、町内
会などで自主防災会の結成をぜひ検討してみてください。結成手続
きや結成後の活動方法については、お気軽にご相談ください。

問い合わせ=防災課139･2206

～「自主防災会」をご存知ですか？～

都市景観条例各種制度説明会

４月１日からの「都市景観条例」の施行に伴い、必要と
なる届け出の事例や内容・手続きなどをご説明します。
直接会場へどうぞ。
日時＝３月８日f午後１時30分～３時
会場＝市立劇場小ホール

問い合わせ 都市政策課139・2225

※
今
月
、
シ
リ
ー
ズ
「
く
ら
し
の
情
報
」
は
休
み
ま
す

▲高野與一郎さん


